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十
八
世
紀
前
半
の
理
性

　
　
　
　
プ
ロ
ー
H
デ
ラ
ン
ド
『
批
判
的
哲
学
史
』
を
め
ぐ
っ
て

　
本
稿
の
課
題
は
、
近
代
理
性
の
現
代
的
可
能
性
の
問
題
を
遠
望

し
つ
つ
十
八
世
紀
前
半
の
啓
蒙
の
理
性
の
一
端
を
ブ
ロ
ー
1
ー
デ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

ン
ド
（
以
下
、
デ
ラ
ン
ド
）
の
『
批
判
的
哲
学
史
』
（
以
下
、
『
哲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

学
史
』
）
を
中
心
に
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
啓
蒙
の
理
性
と
は
何
か
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
は
「
啓
蒙
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

人
間
が
自
己
の
未
成
年
状
態
を
脱
却
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
、

カ
ン
ト
の
有
名
な
一
節
が
あ
り
、
そ
こ
で
彼
は
、
タ
ブ
ー
視
さ
れ

て
き
た
啓
示
や
神
的
ロ
ゴ
ス
、
伝
統
に
対
し
て
勇
気
を
持
っ
て
人

間
理
性
を
対
時
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
要
講
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
啓
蒙
の
理
性
は
、
一
方
で
、
自
由
な
批
判
検
討
の
精
神
で
あ

る
が
、
同
時
に
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
よ
り
具
体
的
な
自
己
規
定

を
持
つ
と
思
わ
れ
る
－
…
神
的
ロ
ゴ
ス
を
排
除
す
る
が
ゆ
え
に
自

寺
　
　
田

元

己
な
ら
ぴ
に
他
者
の
視
野
、
尺
度
の
隈
界
・
相
対
性
を
意
識
し
て

い
る
こ
と
、
近
代
科
学
の
方
法
－
実
験
観
察
、
分
析
な
ど
1

を
重
視
し
経
験
的
な
も
の
と
の
結
合
を
求
め
、
そ
れ
を
通
じ
て
自

然
、
人
間
、
社
会
の
必
要
な
認
識
が
得
ら
れ
る
と
考
え
る
こ
と
、

獲
得
さ
れ
た
認
識
の
応
用
と
そ
の
際
の
集
団
的
な
協
働
に
よ
っ
て
、

自
己
の
相
対
性
・
眼
界
を
現
世
的
、
社
会
的
に
克
服
し
徳
や
幸
福

を
実
現
で
き
る
と
考
え
る
こ
と
。
以
上
の
諸
規
定
相
互
間
の
関
係

を
詳
論
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
啓
蒙
の
理
性
の
全
体
像
は
当
面
必

要
な
限
り
で
示
さ
れ
得
た
と
考
え
る
。

　
そ
れ
で
は
、
十
八
世
紀
前
半
の
啓
蒙
の
理
性
と
は
何
で
あ
ろ
う

か
。
啓
蒙
の
理
性
全
般
に
つ
い
て
の
上
述
の
規
定
が
十
八
世
紀
後

半
に
お
い
て
こ
そ
十
全
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
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（55）　十八世紀前半の理性

で
も
な
い
。
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
世
紀
前
半
の
理
性
を
測
れ
ぱ
、

そ
れ
を
単
に
後
半
期
の
理
性
の
先
駆
者
や
準
備
者
に
し
か
ね
な
い
。

そ
の
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
理
性
に
つ
い
て
よ
り
広
い
バ
ー
ス

ペ
ク
テ
ィ
ブ
を
保
ち
つ
つ
、
次
に
、
十
八
世
紀
前
半
の
理
性
を
固

有
に
規
定
し
、
そ
れ
が
後
半
期
の
理
性
に
対
し
て
持
つ
種
差
に
も

簡
単
に
触
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
十
八
世
紀
前
半
の
理
性
に
つ
い
て
は
既
に
古
典
的
と
な
っ
た

D
．
モ
ル
ネ
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
知
的
起
源
』
（
一
九
三
三
年
）
、

P
．
ア
ザ
ー
ル
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
の
危
機
』
（
一
九
三
五
年
）

　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

な
ど
の
研
究
が
あ
る
。
こ
う
し
た
研
究
を
参
考
に
し
て
、
ま
ず
、

世
紀
前
半
の
理
性
を
一
般
的
に
特
徴
付
け
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ

れ
に
は
次
の
よ
う
な
性
樒
が
あ
る
、
1
。
支
配
的
位
置
を
占
め
る

「
明
証
の
原
理
に
基
づ
い
て
決
定
を
し
、
伝
統
と
か
権
威
に
よ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

な
い
」
「
デ
カ
ル
ト
的
な
理
性
」
、
「
無
数
の
誤
謬
を
ぷ
ち
こ
わ
す
」

　
　
　
　
　
＾
6
〕

「
攻
撃
的
な
理
性
」
、
2
。
カ
を
弱
め
つ
つ
も
影
響
カ
を
存
続
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

い
た
考
証
学
的
博
識
の
ユ
マ
ニ
ス
ト
的
理
性
、
3
。
べ
ー
コ
ン
、

ロ
ツ
ク
、
ニ
ュ
ー
ト
、
ン
な
ど
の
名
と
結
ぴ
つ
い
た
新
興
の
反
形
而

上
学
的
で
実
験
科
学
的
か
つ
経
験
的
理
性
、
あ
る
い
は
、
「
人
間

精
神
の
バ
ネ
を
し
ら
ぺ
、
善
悪
を
判
定
し
た
り
断
罪
し
た
り
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

の
で
は
な
く
、
た
だ
観
察
し
理
解
す
る
」
理
性
。

　
こ
れ
ら
の
内
で
は
1
が
申
心
で
あ
り
2
は
衰
退
し
て
い
き
3
は

そ
の
後
更
に
影
響
カ
を
増
し
て
い
く
生
言
え
る
。
つ
ま
り
、
〈
該

博
な
知
識
V
↓
〈
厳
密
な
恩
考
〉
↓
〈
実
験
的
批
判
的
精
神
〉
一
と

い
う
移
行
が
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
な
さ
れ
た
が
、

そ
の
過
程
の
半
ぱ
に
あ
っ
て
三
者
が
対
立
し
つ
つ
並
存
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
〈
啓
蒙
の
理
性
〉
と
し
て
ま
と
め
た
理

性
と
〈
十
八
世
紀
前
半
の
理
性
〉
と
の
間
に
は
次
の
よ
う
な
種
差

が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
、
近
代
科
学
の
方
法
を
中
核
と

し
批
判
と
建
設
と
を
結
合
さ
せ
た
統
一
的
進
取
的
相
貌
を
持
つ
の

に
対
し
、
後
者
は
、
「
善
悪
を
判
断
し
た
り
断
罪
し
た
り
す
る
」

〈
デ
カ
ル
ト
的
理
性
〉
と
「
た
だ
観
察
し
理
解
す
る
」
〈
実
験
科
学

的
理
性
〉
と
の
矛
盾
を
中
心
に
三
理
性
間
の
矛
盾
を
内
包
し
て
お

り
、
ま
た
、
新
し
い
科
学
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
社
会
の
建
設
に
向

か
う
傾
向
も
持
ち
な
が
ら
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
過
去
と
の
関

係
で
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
定
め
よ
う
と
す
る
傾
向
を
よ

り
強
く
持
っ
て
い
る
、
歴
史
、
伝
統
、
習
慣
な
ど
を
、
一
方
で
は
、

襖
倣
、
崇
拝
し
、
他
方
で
は
、
批
判
、
攻
撃
し
な
が
ら
も
。

　
本
稿
で
は
、
い
ま
略
述
し
た
枠
組
み
を
準
拠
枠
と
し
て
デ
ラ
ン

ド
の
理
性
を
解
明
す
る
こ
と
に
す
る
が
、
仮
に
そ
れ
を
直
接
尺
度

と
し
て
利
用
す
れ
ぱ
、
評
価
が
外
的
に
な
さ
れ
兼
ね
な
い
で
あ
ろ
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う
。
後
に
示
す
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
『
哲
学
史
』
に
内
在
し

そ
こ
か
ら
尺
度
を
引
き
出
し
て
デ
ラ
ン
ド
の
理
性
を
規
定
す
る
方

向
を
取
り
、
そ
の
上
で
、
わ
れ
わ
れ
の
分
析
の
成
果
を
準
拠
枠
と

の
関
連
で
位
置
づ
け
る
つ
も
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
方
法
に
よ
り

デ
ラ
ン
ド
の
理
性
が
十
八
世
紀
前
半
に
お
い
て
占
め
る
位
置
を
、

単
に
一
般
的
な
レ
ベ
ル
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
個
性
に
至
る
ま
で
追

求
し
う
る
と
期
待
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
デ
ラ
ン
ド
は
東
イ
ン
ド
会
社
で
中
心
的
役
割
を
演
じ
て
い
た
ブ

ル
ジ
目
ア
で
そ
の
後
新
興
貴
族
と
な
っ
た
家
庭
に
生
ま
。
れ
た
。
彼

自
身
海
軍
主
計
官
を
畏
年
務
め
て
東
イ
ン
ド
会
社
を
中
心
と
す
る

フ
ヲ
ン
ス
の
通
商
の
発
展
に
尽
カ
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
自
然
学

自
然
誌
論
集
』
（
初
版
一
七
三
六
年
）
を
出
版
す
る
な
ど
、
バ
リ

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
を
中
心
に
科
学
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
彼
は
ま

た
デ
カ
ル
ト
の
影
響
を
受
け
た
自
由
思
想
家
で
も
あ
り
、
『
冗
談

を
い
っ
て
死
ん
で
い
っ
た
偉
人
の
考
察
』
（
一
七
＝
一
年
）
を
書

い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
デ
ラ
ン
ド
は
合
理
的
か
つ
批
判
的
精
神

を
持
っ
て
、
政
治
、
経
済
、
科
学
、
思
想
の
諸
分
野
で
活
躍
し
た

人
物
で
あ
る
。

　
デ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
既
に
い
く
つ
か
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い

る
。
ジ
ャ
ヅ
ク
・
プ
ル
ー
ス
ト
は
彼
を
百
科
全
書
的
精
神
の
先
駆

者
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
プ
ル
ー
ス
ト
に
よ
れ
ぱ
、
「
ル

ネ
サ
ン
ス
か
ら
『
百
科
全
書
』
に
至
る
思
想
の
二
つ
の
流
れ
」

（
す
な
わ
ち
、
「
人
間
精
神
と
啓
蒙
の
批
判
的
歴
史
」
の
流
れ
と
、

「
自
然
資
源
と
人
間
が
な
し
得
る
資
源
の
利
用
と
の
批
判
的
調
。

査
・
検
討
」
の
流
れ
、
こ
の
二
潮
流
は
『
百
科
金
書
』
に
お
い
て

、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

合
流
し
統
一
さ
れ
る
）
が
デ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
並
存
す
る
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン
・
マ
カ
リ
は
プ
ル
ー
ス
ト
の
着

眼
を
継
承
し
て
『
十
八
世
紀
の
仮
面
と
光
明
』
（
一
九
七
五
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
加
〕

な
る
デ
ラ
ン
ド
研
究
書
を
発
表
し
た
。
し
か
し
、
プ
ル
ー
ス
ト
と

異
な
り
マ
カ
リ
で
は
『
百
科
全
書
』
と
デ
ヲ
ン
ド
と
の
距
離
が
事

実
上
無
に
等
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。
デ
ラ
ン
ド
は
後
の
フ
ィ
ロ
ゾ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

ー
フ
、
ラ
・
メ
ト
リ
ー
や
デ
ィ
。
ド
ロ
に
直
結
す
る
唯
物
論
者
に
祭

り
上
げ
ら
れ
る
。
プ
ル
ー
ス
ト
と
マ
カ
リ
の
二
人
と
は
独
立
に
東

ド
イ
ツ
の
研
究
者
ロ
ル
フ
・
ガ
イ
ス
ラ
ー
も
『
ブ
ロ
ー
1
ー
デ
ラ
ン

ド
初
期
啓
蒙
の
一
唯
物
論
者
』
（
一
九
六
七
年
）
と
い
う
研
究
を

発
表
し
て
い
る
。
彼
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
思
想
史
研
究
の
伝
統

に
立
っ
て
知
ら
れ
ざ
る
唯
物
論
者
の
発
掘
と
い
う
観
点
か
ら
こ
の

作
業
を
行
っ
た
。
『
哲
学
史
』
の
与
え
た
影
響
の
実
証
的
分
析
な

ど
こ
の
研
究
に
は
学
ぷ
べ
き
点
が
多
い
が
、
マ
カ
リ
同
様
デ
ラ
ン
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ド
評
価
が
後
の
フ
ィ
ロ
ゾ
ー
フ
や
唯
物
論
者
と
の
連
続
性
に
傾
き

　
　
　
（
皿
）

過
ぎ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
プ
ル
ー
ス
ト
は
措
く
と
し
て
も
、
デ
ラ
ン
ド

に
つ
い
て
書
か
れ
た
主
要
な
二
つ
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
が
と
も
に
デ
ラ

ン
ド
を
後
の
唯
物
論
者
と
い
う
鏡
に
映
し
出
し
て
両
者
の
同
一
性

を
確
認
し
、
彼
を
フ
ィ
ロ
ゾ
ー
7
の
先
駆
者
と
す
る
こ
と
に
偏
し

て
お
り
、
デ
ラ
ン
ド
思
想
の
実
像
を
見
失
っ
て
い
る
よ
う
に
恩
わ

れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
の
理
性
観
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
歴
史
的
制

約
と
同
時
に
歴
史
的
意
義
・
役
割
を
解
明
す
る
方
向
で
分
析
を
進

め
て
い
き
、
わ
が
国
に
は
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
思

想
家
の
多
少
と
も
紛
然
と
し
た
実
像
に
迫
り
た
い
。

　
『
哲
学
史
』
は
一
七
三
七
年
に
初
版
が
十
二
折
版
三
巻
と
し
て

出
版
さ
れ
、
一
七
五
六
年
に
4
巻
目
を
増
補
し
て
第
二
版
が
出
版

さ
れ
た
。
3
巻
ま
で
は
、
ギ
リ
シ
ャ
以
前
の
哲
学
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
・

ロ
ー
マ
を
経
て
中
性
末
期
に
至
る
ま
で
の
哲
学
史
が
扱
わ
れ
る
。

4
巻
で
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
の
哲
学
史
が
ホ
ヅ
ブ
ス
、
デ
カ
ル

ト
あ
た
り
ま
で
扱
わ
れ
未
完
に
終
っ
て
い
る
。
な
お
、
4
巻
に
は

ブ
ル
ヅ
カ
ー
の
『
批
判
的
哲
学
史
』
の
批
判
や
「
古
代
人
の
哲
学

の
内
容
を
暴
く
の
に
ふ
さ
わ
し
い
い
く
つ
か
の
断
想
・
金
言
」
と

題
さ
れ
た
抜
粋
集
を
含
む
「
前
言
」
と
「
論
考
、
古
代
哲
学
者
が

神
性
を
ど
う
考
え
た
か
を
検
討
す
る
」
（
以
下
、
「
論
考
」
）
と
が
巻

頭
に
、
「
私
の
書
斎
」
と
題
す
る
詩
集
が
本
文
の
後
、
総
索
引
の

前
に
付
け
ら
れ
て
い
る
。
初
版
の
第
－
巻
冒
頭
の
題
辞
が
削
除
さ

れ
た
以
外
は
、
3
巻
ま
で
の
本
文
に
初
版
と
増
補
版
の
相
違
は
な

い
。
ま
た
、
未
完
に
終
り
草
稿
も
見
つ
か
っ
て
い
な
い
残
り
の
巻

て
は
、
「
1
、
各
時
代
を
支
配
し
た
徳
と
悪
徳
、
そ
こ
で
生
じ
た

残
酷
、
不
正
の
詳
細
な
ら
び
に
〔
…
…
〕
、
善
政
を
敷
い
た
公
正
．

な
王
の
名
前
と
倦
主
や
他
の
悪
政
王
の
名
前
。
2
、
人
知
の
進
歩
、

犬
哲
挙
者
や
大
立
者
の
な
し
た
天
才
的
努
カ
、
各
国
で
一
の
主
要

宗
教
の
創
設
な
ら
ぴ
に
〔
…
…
〕
各
国
で
生
じ
た
変
動
、
最
後
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
2
〕

〔
…
：
〕
様
々
な
嗜
好
」
（
H
メ
彗
－
迂
頁
付
は
引
用
者
）
と
い
っ

た
人
間
心
情
史
－
人
間
精
神
史
に
対
比
さ
れ
る
－
が
扱
わ
れ

る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
七
五
七
年
に
デ
ラ
ン
ド
が
急
死

し
た
こ
と
か
ら
こ
の
計
画
は
実
現
さ
れ
ず
、
草
稿
は
蔵
書
と
と
も

に
遺
族
に
よ
っ
て
す
ぺ
て
焼
却
さ
れ
た
ら
し
い
。

　
さ
て
、
『
哲
学
史
』
の
認
識
対
象
は
人
間
精
神
史
で
あ
る
。
デ

ラ
ン
ド
は
語
る
、

「
そ
の
〔
1
1
哲
学
の
〕

歴
史
は
、
あ
る
種
の
見
方
か
ら
す
れ
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ぱ
、
人
間
精
紳
の
歴
史
そ
の
も
の
と
見
な
さ
れ
得
る
し
、
少
な

く
と
も
人
間
精
神
が
そ
こ
で
は
で
き
る
だ
け
高
い
地
点
に
ま
で

上
り
き
っ
た
歴
史
と
見
な
さ
れ
得
る
。
L
（
H
二
く
）

　
従
来
、
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
・
ラ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス
に
発
す
る
、
哲
学

者
の
エ
ビ
ソ
ー
ド
・
教
訓
集
に
自
然
観
、
遣
徳
を
織
り
込
ん
従
哲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
3
）

学
者
列
伝
風
哲
学
史
が
流
布
し
て
き
た
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
の
啓

示
を
基
準
と
す
る
謹
教
論
的
哲
学
史
も
存
在
し
て
お
り
、
ス
タ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
甘
）

レ
ー
の
『
哲
学
史
』
な
ど
が
そ
の
代
表
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
に
対

し
デ
ラ
ン
ド
は
、
こ
う
し
た
過
去
の
哲
学
史
と
は
異
な
る
新
た
な

主
題
設
定
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
哲
学
者
の
珍
説
・
奇
行
の

、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

物
語
で
は
な
く
、
人
間
精
神
史
こ
そ
が
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
キ

リ
ス
ト
の
啓
示
に
よ
っ
て
哲
学
史
の
時
代
区
分
を
行
っ
て
い
る
と

は
い
え
、
実
際
の
叙
述
で
は
啓
示
の
位
置
づ
け
は
肯
定
的
な
も
の

と
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
、
主
題
で
あ
る
人
間
の
理
性
H
自
然
の
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
砧
）

の
展
開
の
阻
害
要
因
と
映
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
デ
ラ
ン
ド
に

と
っ
て
間
題
な
の
は
、
啓
示
か
ら
自
由
な
理
性
の
自
立
的
世
界
史

的
展
開
な
の
で
あ
る
。
宗
教
批
判
に
精
出
す
る
同
時
代
の
地
下
文

書
の
著
者
達
と
異
な
り
、
デ
ラ
ン
ド
は
表
立
ウ
た
啓
示
批
判
を
け

だ
し
検
閲
上
の
顧
慮
か
ら
行
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
啓
示
を

で
き
る
だ
け
骨
抜
き
に
し
『
哲
学
史
』
を
人
間
精
神
史
と
し
て
叙

述
す
る
点
に
、
地
下
文
書
と
の
連
帯
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
『
哲
学
史
』
全
体
を
貫
い
て
人
間
理
性
が
展
開

し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
「
理
性
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
第
一
に
、
理
性
（
の
真
理
）
と
信
仰
（
の
真
理
）
と
は
矛

盾
す
る
。
例
え
ぱ
、
デ
ラ
ン
ド
は
キ
ケ
ロ
に
託
し
て
次
の
よ
う
に

語
る
。　

「
神
々
は
存
在
す
る
か
否
か
と
問
わ
れ
た
時
、
集
ま
っ
た
多

数
の
人
々
を
前
に
し
て
公
然
と
語
る
場
合
に
は
、
白
状
す
る
が
、

存
在
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
問
い
が
個
人
的
に
問
題
で
あ
っ
た
り
、
教
育
あ
る
哲
学
者
と

の
関
係
で
問
題
で
あ
っ
た
な
ら
、
そ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
ほ
ゼ

　
　
　
　
　
　
　
＾
1
5
〕

た
や
す
い
こ
と
は
な
い
。
」
（
H
メ
ω
O
O
）

　
こ
の
矛
盾
は
調
停
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
デ
ラ
ン
ド
の
答
え

は
も
ち
ろ
ん
否
定
的
で
あ
る
。
ス
コ
ラ
哲
学
主
流
派
の
調
停
の
試

み
を
批
判
し
て
彼
は
書
く
、
「
人
間
に
は
両
者
の
結
ぴ
付
き
ー

疑
問
に
付
す
べ
き
で
は
な
い
結
び
付
き
で
あ
る
が
－
を
知
覚
す

る
能
力
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
」
（
H
月
ミ
N
）
。
だ
か
ら
、
こ
の
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矛
盾
は
非
和
解
的
に
存
続
す
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ラ
テ
ン
・
ア
ヴ
ェ
回
エ

ス
主
義
者
や
唯
名
論
者
な
ど
ス
コ
ラ
哲
学
の
非
主
流
的
部
分
に
よ

っ
て
主
張
さ
れ
て
き
た
、
理
性
と
信
仰
と
の
二
重
真
理
説
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
伝
統
的
言
説
の
背
後
で
、
そ
れ
を
利

用
し
な
が
ら
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
啓
示
宗
教
・
信
仰
の
実
質
的

な
排
除
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
既
に
見
た
よ
う
に
、
『
哲
学
史
』

が
人
間
精
神
史
で
あ
り
、
啓
示
が
骨
抜
き
に
さ
れ
る
ば
か
り
か
理

性
の
阻
害
要
因
と
も
見
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
明
か
で
あ
る
。
こ
う

し
て
、
二
律
背
反
的
に
信
仰
と
対
時
し
、
事
実
上
そ
れ
を
否
定
し

さ
る
も
の
と
し
て
理
性
が
存
在
す
る
こ
と
が
、
ま
ず
確
認
で
き
る

の
で
あ
る
。

　
以
上
の
点
を
前
提
に
し
て
、
『
哲
学
史
』
の
理
性
の
特
徴
と
し

て
更
に
次
の
点
が
指
摘
で
き
る
。
ω
合
理
論
的
性
格
。
そ
れ
は
、

認
識
を
厳
密
に
検
討
、
批
判
し
そ
の
真
偽
を
区
別
す
る
生
得
的
な

力
（
こ
の
理
性
は
、
デ
ラ
ン
ド
が
近
代
哲
学
者
ひ
い
て
は
全
哲
学

者
の
中
で
最
も
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
デ
カ
ル
ト
の
8
o
q
津
o

と
本
性
上
連
関
し
て
い
る
の
で
、
〈
デ
カ
ル
ト
的
理
性
〉
と
呼
ぶ

　
　
　
＾
〃
）

こ
と
に
す
る
）
。
表
象
に
対
置
さ
れ
る
よ
り
高
次
の
理
論
的
認
識

の
レ
ベ
ル
（
伝
統
的
呼
称
に
従
っ
て
〈
ラ
チ
オ
〉
と
呼
ぷ
こ
と
に

す
る
が
、
デ
ラ
ン
ド
自
身
が
こ
の
呼
称
を
用
い
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
）
と
い
う
、
二
重
の
意
味
で
合
理
論
的
で
あ
る
。

　
初
め
に
〈
デ
カ
ル
ト
的
理
性
〉
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
が
、

そ
れ
に
先
立
ち
デ
ラ
ン
ド
の
デ
カ
ル
ト
哲
学
観
を
考
察
し
て
お
こ

う
。
デ
ラ
ン
ド
は
そ
の
成
立
の
諸
契
機
を
次
の
5
点
に
分
類
し
て

い
る
。

　
1
。
「
古
代
の
く
び
き
を
抜
け
出
る
大
胆
さ
を
有
し
、
も
っ

と
も
重
圧
的
な
偏
見
に
昂
然
と
刃
向
か
い
、
眼
を
持
つ
人
に
そ

れ
を
使
っ
て
自
然
を
注
意
深
く
み
る
よ
う
に
教
え
る
人
が
必
要

だ
ウ
た
の
だ
。
そ
の
人
こ
そ
デ
カ
ル
ト
だ
っ
た
。
」
（
H
く
一
－
O
。
－
）

　
2
。
「
考
え
る
こ
と
を
学
ぴ
つ
つ
、
人
は
明
噺
判
明
な
観
念

し
。
か
用
い
な
い
こ
と
を
学
ぴ
、
今
度
は
そ
の
観
念
が
科
学
の
進

歩
に
か
く
も
必
要
な
検
討
と
討
論
の
精
神
を
生
み
出
し
た
。
」

（
亭
己
o
昌
）

　
3
。
「
そ
れ
〔
1
1
自
然
〕
に
つ
い
て
近
代
哲
学
が
語
り
、
〔
古

代
哲
学
が
語
ら
な
か
っ
た
〕
僅
か
な
こ
と
は
数
学
に
基
づ
き
、

デ
カ
ル
ト
は
そ
の
数
学
を
大
い
に
研
鎮
し
た
」
（
H
＜
し
O
．
N
）
。

　
4
。
「
か
く
も
多
く
の
近
代
的
発
明
〔
具
体
的
に
は
顕
微
鏡

と
望
遠
鏡
〕
」
（
婁
3
目
）
。
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5
。
「
新
し
い
哲
学
は
そ
れ
ら
〔
1
1
全
挙
問
〕
を
集
め
、
互

い
に
結
ぴ
合
わ
せ
、
助
け
合
わ
せ
、
全
体
の
一
致
に
よ
っ
て
真

理
が
よ
く
輝
く
よ
う
に
し
た
。
べ
i
コ
ン
卿
に
よ
れ
ぱ
、
か
く

し
て
、
哲
学
者
た
る
も
の
は
厳
密
で
有
用
な
す
ぺ
て
の
挙
問
を

自
分
の
研
究
対
象
に
含
み
、
一
種
の
百
科
全
書
を
作
り
上
げ
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
虚
栄
心
か
ら
で
は
な
く
、
自
分
を
教
育
し

た
後
で
他
人
を
教
育
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
。
」
（
H
く
・

畠
ω
）

　
1
と
2
と
が
〈
デ
カ
ル
ト
的
理
性
〉
に
固
有
に
関
わ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
多
言
を
要
す
ま
い
。
3
と
4
で
は
数
学
と
自
然
研
究

上
の
諸
器
具
の
発
明
と
が
古
代
と
近
代
と
を
分
け
る
メ
ル
ク
マ
ー

ル
と
さ
れ
て
い
る
。
5
は
百
科
全
書
と
い
う
形
で
の
諸
学
の
体
系

化
、
連
鎖
化
と
そ
れ
に
よ
る
啓
蒙
と
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
百

科
全
書
へ
の
言
及
が
、
デ
ィ
ド
ロ
と
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
が
監
修
し
、

デ
ヲ
ン
ド
自
身
も
海
軍
関
係
の
事
物
の
注
解
を
提
供
す
る
形
で
参

加
し
た
『
百
科
全
書
』
を
意
識
し
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い

な
い
。
し
か
し
、
『
哲
学
史
』
の
叙
述
で
は
、
1
，
2
に
関
わ
る
こ

と
は
主
題
的
に
論
じ
ら
れ
る
が
、
3
，
4
，
5
で
言
及
さ
れ
る
認

識
の
生
産
の
近
代
的
方
法
－
自
然
科
学
的
方
法
と
百
科
全
書
的

体
系
化
－
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
展
開
が
な
い
。
例
え
ぱ
、
ガ

リ
レ
オ
も
ケ
プ
ラ
ー
も
登
場
し
て
こ
な
い
と
い
う
よ
う
に
。
　
1
し
た

が
っ
て
、
デ
カ
ル
ト
哲
学
成
立
の
五
契
機
の
有
す
る
、
近
代
哲
学

の
総
含
的
尺
度
と
し
て
の
性
樒
に
も
関
わ
ら
ず
、
デ
ラ
ン
ド
の
視

線
は
常
に
1
と
2
で
示
さ
れ
た
批
判
検
討
識
別
の
理
性
に
集
中
し

て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
理
性
は
、
同
時
に
、
「
目
を
使
っ
て
注
意

深
く
自
然
を
見
る
」
（
H
メ
轟
一
）
こ
と
に
始
ま
る
非
歴
史
的
で
普

遍
的
な
自
然
の
光
の
働
き
の
自
覚
化
で
あ
り
、
先
鋭
化
で
も
あ
る
。

つ
ま
り
、
〈
デ
カ
ル
ト
的
理
性
〉
は
近
代
以
前
に
も
素
朴
な
形
で
あ

れ
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ

の
理
性
は
、
デ
カ
ル
ト
主
義
の
薫
陶
を
受
け
た
自
由
思
想
家
…
デ

ラ
ン
ド
自
身
の
中
に
精
神
と
し
て
骨
肉
化
し
て
い
る
の
で
、
『
哲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
8
）

挙
史
』
を
貫
通
す
る
背
骨
と
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
こ

で
、
次
に
、
〈
デ
カ
ル
ト
的
理
性
〉
の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る

代
表
的
な
一
節
を
『
哲
学
史
』
か
ら
抜
き
出
す
こ
と
に
し
よ
う
、

　
「
こ
の
〔
1
1
自
然
の
〕
研
究
は
徐
々
に
真
の
学
問
へ
と
進
む

〔
…
…
〕
。
真
の
挙
間
と
は
、
最
良
の
文
献
を
読
み
師
を
選
ぴ
な

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

が
ら
自
ら
の
精
神
を
用
い
る
こ
と
に
存
す
る
〔
…
…
〕
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

は
〔
…
…
〕
文
献
の
著
者
に
で
は
な
く
、
自
己
と
自
己
の
獲
得

646



（61）十八世紀前半の理性

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
た
光
明
に
よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と
に
存
す
る
。
そ
れ
は
、
事

物
毎
の
精
神
を
掘
み
、
そ
れ
に
本
質
的
な
も
の
と
人
間
が
付
与

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

し
た
も
の
と
を
区
別
す
る
こ
と
に
存
す
る
。
結
局
そ
れ
は
、
自

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

己
の
判
断
を
強
化
し
、
知
識
を
広
げ
、
人
間
、
人
間
の
臆
見
、

時
と
場
所
、
犬
多
数
と
い
う
魅
惑
的
な
権
威
、
の
ど
れ
に
も
歎

か
れ
な
い
点
に
存
す
る
。
」
（
H
メ
㎞
－
？
傍
点
引
用
者
）

　
こ
の
様
に
、
デ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
理
性
は
、
デ
カ
ル
ト
同
様
、

認
識
を
批
判
し
真
偽
を
区
別
す
る
主
体
的
な
カ
な
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
〈
ラ
チ
オ
〉
だ
が
、
こ
れ
は
、
表
象
（
ω
彗
彗
ω
や
ぎ
晶
一
・

畠
ま
）
に
対
置
さ
れ
た
理
性
で
あ
る
論
理
的
体
系
的
思
考
能
カ

を
指
す
。
そ
の
解
明
に
先
立
ち
、
先
ず
、
表
象
と
は
何
か
、
を
わ

れ
わ
れ
な
り
に
バ
ラ
フ
レ
ー
ズ
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
れ
は
、

単
に
想
像
に
留
ま
ら
ず
、
感
覚
、
伝
聞
、
比
楡
な
ど
を
含
む
働
き

で
あ
る
。
詳
し
い
説
明
は
省
く
が
、
F
・
ぺ
ー
コ
ン
の
四
つ
の

「
イ
ド
ラ
」
や
デ
カ
ル
ト
の
「
蜜
蟻
」
の
例
や
ス
ビ
ノ
ザ
の
「
ぎ
凹
－

○
貝
μ
量
巨
o
l
l
一
次
認
識
」
な
ど
を
、
こ
こ
で
は
包
括
的
に
念
頭
に

置
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
真
理
と
臆
見
と
を
い
か
に
区
別
す
る
か

と
い
う
エ
ビ
ス
テ
モ
回
ジ
ッ
ク
な
問
い
が
伝
統
的
に
立
て
ら
れ
て

お
り
、
合
理
論
的
な
傾
向
の
哲
学
者
は
内
部
に
多
く
の
相
違
点
を

含
み
つ
つ
も
、
虚
偽
・
臆
見
の
源
泉
を
表
象
と
い
う
感
覚
・
想
像

作
用
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
デ
ラ
ン
ド
も
ま
た
こ
う
し
た
伝
統
に

忠
実
に
自
己
の
認
識
観
を
提
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、

ア
ラ
ブ
の
サ
バ
主
義
－
天
体
を
神
と
人
間
と
の
仲
介
と
考
え
て

崇
拝
す
る
宗
教
1
を
批
判
し
て
デ
ラ
ン
ド
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
し
か
し
、
こ
の
サ
バ
主
義
は
少
し
ず
つ
没
藩
し
た
。
眼
の

知
覚
で
き
な
い
も
の
が
忘
れ
去
ら
れ
、
全
尊
敬
が
眼
に
見
え
る

も
の
に
集
中
し
た
。
そ
こ
か
ら
天
体
に
対
す
る
宗
教
的
崇
拝
が

生
じ
、
誤
謬
相
互
の
連
鎖
に
よ
っ
て
、
占
星
術
と
い
う
空
虚
で

馬
鹿
げ
た
学
問
が
生
じ
た
が
、
後
者
は
〔
：
…
〕
信
じ
易
さ
と

〔
…
…
〕
人
閲
の
高
慢
さ
と
い
う
人
間
の
好
む
二
つ
の
情
念
と

を
く
す
ぐ
る
の
で
あ
る
。
」
（
ト
一
S
l
冨
ω
）

　
占
星
術
と
い
う
誤
謬
が
、
感
覚
・
想
像
カ
・
情
念
の
協
カ
で
生

じ
る
こ
と
を
こ
の
一
文
は
よ
く
示
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
表
象
に
論
理
性
・
体
系
性
と
し
て
の
〈
ラ
チ

オ
〉
が
対
置
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ぱ
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
哲
学

の
発
展
を
寓
話
的
感
性
的
段
階
か
ら
体
系
的
理
性
的
段
階
へ
と
抑

　
　
　
　
　
　
＾
1
9
）

え
て
い
る
と
こ
ろ
や
、
先
に
考
察
し
た
デ
カ
ル
ト
哲
学
の
成
立
契
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機
の
3
と
5
で
数
挙
と
百
科
全
書
体
系
化
を
重
視
し
て
い
る
点
な

ど
に
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
〈
ラ
チ
オ
〉
へ
の
配
慮
は
『
哲
挙

史
』
の
展
開
中
で
全
く
軽
微
な
も
の
に
留
ま
っ
て
い
る
。
既
に
言

及
し
た
よ
う
に
、
デ
カ
ル
ト
の
評
価
に
つ
い
て
見
る
と
、
解
析
幾

何
学
や
『
精
神
指
導
の
規
則
』
の
意
義
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
ず
、

普
遍
的
判
断
カ
と
し
て
の
理
性
の
自
覚
（
8
o
口
ぎ
）
の
み
が
重
視

さ
れ
る
と
い
う
ぐ
あ
い
で
あ
る
。
同
様
に
、
数
学
や
伝
統
的
論
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
）

学
の
発
展
も
哲
挙
史
上
に
占
め
る
位
置
が
な
い
。

　
そ
の
点
で
対
照
的
な
の
が
、
『
百
科
全
書
序
論
』
の
ダ
ラ
ン
ベ

ー
ル
で
あ
る
。
彼
は
解
析
的
方
法
の
発
見
と
そ
の
応
用
に
よ
る
諸

掌
の
体
系
化
を
哲
学
の
発
展
方
向
と
考
え
て
い
る
。
ダ
ラ
ン
ベ
ー

ル
に
と
っ
て
は
、
デ
ラ
ン
ド
の
説
く
〈
デ
カ
ル
ト
的
理
性
〉
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
1
）

「
ス
コ
ラ
学
や
臆
見
や
権
威
の
く
ぴ
き
」
を
打
ち
破
る
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
整
地
作
業
の
た
め
に
不
可
欠
な
悪
で
あ
り
、
破
壊
的
批
判

的
役
割
を
担
う
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
「
馬
鹿
げ
た
臆
見
が
宿
年
の

根
強
い
も
の
で
あ
る
時
、
人
類
を
覚
醒
さ
せ
る
に
は
そ
れ
よ
り
良

い
方
法
が
な
い
場
合
、
そ
の
臆
見
を
別
の
臆
見
に
よ
っ
て
置
き
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
2
）

え
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
る
」
そ
れ
に
対
し
、
デ
カ
ル
ト
の
解

析
幾
何
挙
に
代
表
さ
れ
る
方
法
的
理
性
（
〈
ラ
チ
オ
〉
に
関
わ
る
）

こ
そ
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
に
と
っ
て
真
に
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
理
性
で
あ
り
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ロ
ッ
ク
を
通
じ
て
「
哲
学
の
世
紀
」

世
紀
に
直
結
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

で
あ
る
十
八

　
「
人
は
デ
カ
ル
ト
を
幾
何
挙
者
あ
る
い
は
哲
学
者
と
見
る
こ

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
が
で
き
る
。
彼
が
ほ
と
ん
ど
重
視
し
な
か
っ
た
と
恩
わ
れ
る

、
　
　
、

数
学
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
で
は
彼
の
学
問
の
も
っ
と

も
堅
固
で
最
も
異
論
の
少
な
い
都
分
を
な
し
て
い
る
。
〔
…
…
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

し
か
し
、
二
の
偉
人
の
名
を
と
り
わ
け
不
滅
に
し
た
の
は
、
代

歎
ど
齢
仲
ρ
脚
肝
か
か
ひ
ど
が
で
き
た
点
で
あ
る
。
そ
れ
ば
、

人
間
精
神
が
そ
れ
ま
で
抱
い
た
こ
と
も
な
い
ほ
ど
広
大
な
着
想

で
あ
り
、
ま
た
う
ま
く
い
っ
た
着
想
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
、
単
に
幾
何
学
に
留
ま
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
物
理
数
学
的
科
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鴉
）

に
お
け
る
最
も
深
い
研
究
の
鍵
と
な
る
だ
ろ
う
。
」
（
傍
点
引
用

者
）

　
さ
て
、
デ
ラ
ン
ド
と
ダ
ラ
ン
ペ
ー
ル
と
の
鮮
や
か
な
対
照
は
、

単
に
両
者
間
の
も
の
で
あ
る
に
留
ま
ら
ず
、
十
八
世
紀
前
半
か
ら

後
半
へ
の
転
換
の
一
端
を
、
デ
カ
ル
ト
、
近
代
、
理
性
を
め
ぐ
っ

て
鋭
く
垣
間
見
せ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
の
詳
細
な
検
討
は
稿
を

改
め
て
行
う
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
両
者
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
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示
す
こ
と
で
満
足
し
た
い
。

　
さ
て
、
デ
ラ
ン
ド
に
は
以
上
の
よ
う
な
合
理
論
的
理
性
の
他
に
、

②
〈
実
験
科
挙
的
理
性
〉
が
あ
る
。
こ
の
理
性
の
働
き
は
『
自
然

学
自
然
誌
論
集
』
で
次
の
よ
う
に
見
事
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
「
ど
ん
な
体
系
に
も
邪
魔
さ
れ
ず
に
実
験
哲
学
を
養
成
す
る

こ
と
、
非
常
に
明
白
で
非
常
に
確
実
な
事
実
を
集
め
る
こ
と
、

多
数
の
実
験
を
行
う
こ
と
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
方
法
で
実
験
を

変
様
さ
せ
る
こ
と
、
最
後
に
、
洞
察
カ
に
こ
の
上
な
く
優
れ
た

天
才
が
今
後
発
見
す
る
こ
と
の
他
に
未
発
見
の
も
の
が
常
に
残

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
響

る
こ
と
を
、
確
信
し
続
け
る
こ
と
。
」

　
こ
こ
に
は
実
験
科
学
の
方
法
が
、
デ
ィ
ド
ロ
の
『
自
然
の
解
釈

断
想
』
を
思
わ
せ
る
筆
致
で
描
写
さ
れ
て
い
る
。
最
後
の
命
題
か

ら
デ
ラ
ン
ド
は
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
の
科
学
の
進
歩
と
将
来
に

お
け
る
無
限
進
歩
と
を
展
望
し
て
も
い
る
。
理
性
の
活
動
は
こ
こ

で
枇
、
体
系
に
捕
ら
わ
れ
な
い
こ
と
、
確
実
な
事
実
の
収
集
、
工

夫
さ
れ
た
峡
験
と
い
っ
た
具
体
的
な
手
段
の
結
合
と
し
て
現
れ
る
。

こ
の
様
な
理
性
の
活
動
は
歴
史
的
に
変
革
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
教
育
も
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
成
果
自
体
も
歴
史
的
・

相
対
的
で
あ
る
。
但
し
、
そ
の
歴
史
性
・
相
対
性
は
絶
え
ざ
る
進

歩
の
途
上
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
が
。
さ
て
、
こ
の
理
性
は
『
哲

学
史
』
の
中
で
も
、
科
学
技
術
上
の
発
見
・
発
明
を
論
ず
る
際

　
　
　
　
　
　
＾
鴉
）

に
登
場
し
て
く
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ま
だ
断
片
的
挿
話
的
な
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

の
に
過
ぎ
ず
、
『
哲
学
史
』
を
一
つ
の
「
人
間
精
神
進
歩
史
」
に

変
え
る
こ
と
か
ら
は
程
遠
い
の
で
あ
る
。
だ
が
、
『
自
然
学
自
然

誌
論
集
』
の
存
在
を
考
慮
す
る
時
、
デ
ラ
ン
ド
哲
挙
中
に
占
め
る

〈
実
験
科
学
的
理
性
〉
の
位
置
は
か
な
り
高
い
と
言
え
よ
う
。

　
こ
こ
で
、
『
哲
学
史
』
の
理
性
観
の
全
体
像
の
考
察
へ
進
む
こ

と
に
す
る
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
理
性
は
信
仰
と
対
置
さ
れ
、

『
哲
学
史
』
の
展
開
の
理
論
的
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
理
性
の
見
い
だ
す
真
理
は
啓
示
の
よ
う
に
絶
対
的
な
も
の
で

は
な
く
、
歴
史
の
中
で
徐
々
に
発
見
さ
れ
て
く
る
。
そ
し
て
、
近

代
で
は
理
性
は
一
つ
の
自
覚
的
方
法
と
し
て
働
い
た
。
順
不
同
で

言
え
ぱ
、
数
学
的
処
理
、
演
縄
・
帰
納
、
分
析
・
総
合
、
実
験
・

観
察
と
い
っ
た
方
法
が
挙
げ
ら
れ
る
。
近
代
科
学
と
呼
ぱ
れ
る
理

論
実
践
の
体
系
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
方
法
は
分
野
毎
に
重
心
を
移

動
さ
せ
な
が
ら
行
使
さ
れ
た
。
デ
ラ
ン
ド
は
こ
う
し
た
点
を
認
識

し
学
間
の
進
歩
を
展
望
し
て
い
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
理
性
は

〈
デ
カ
ル
ト
的
理
性
〉
と
し
て
絶
対
的
に
働
く
。
そ
れ
は
中
世
の

9差6
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闇
を
引
き
裂
き
、
学
知
の
究
極
的
根
拠
を
与
え
よ
う
と
す
る
。
所

与
の
も
の
が
総
て
一
旦
否
定
し
尽
く
さ
れ
た
後
、
8
．
o
岸
o
實
o
筥
o

竃
昌
と
い
う
究
極
知
の
発
見
に
よ
っ
て
そ
れ
以
前
に
は
な
か
っ

た
エ
ビ
ス
テ
モ
ロ
ジ
ヅ
ク
な
位
置
づ
け
を
得
る
。
つ
ま
り
、
「
明

断
判
明
」
を
基
準
に
し
て
真
か
偽
か
に
二
分
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

同
時
に
、
歴
史
の
連
続
性
も
切
断
さ
れ
、
絶
対
的
に
二
分
さ
れ
る

ー
暗
黒
の
中
世
対
光
明
の
近
代
。

　
さ
て
、
〈
ラ
チ
オ
〉
と
〈
実
験
科
挙
的
理
性
〉
と
は
、
認
識
の

生
産
に
際
し
理
論
的
契
機
と
経
験
的
契
機
と
し
て
区
別
さ
れ
な
が

ら
も
、
互
い
に
協
カ
し
合
う
関
係
を
樹
立
し
う
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
〈
デ
カ
ル
ト
的
理
性
V
は
、
同
一
の
論
理
的
平
面
上
に
置
か

れ
た
場
合
、
こ
れ
ら
と
矛
盾
対
立
し
合
う
よ
う
な
性
格
を
有
し
て

い
る
。
と
い
う
の
も
、
先
の
二
理
性
が
後
天
的
で
相
対
的
な
能
カ

で
あ
り
真
理
を
歴
史
的
に
徐
々
に
発
見
し
蓄
積
し
結
合
し
て
い
く

の
に
対
し
、
〈
デ
カ
ル
ト
的
理
性
〉
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
明
噺

判
明
に
働
き
う
る
生
得
的
な
能
カ
だ
か
ら
で
あ
る
。
ガ
イ
ス
ラ
ー

と
マ
カ
リ
は
と
も
に
デ
ラ
ン
ド
に
前
者
、
と
り
わ
け
、
〈
実
験
科

学
的
理
性
〉
を
見
て
彼
を
フ
ィ
ロ
ゾ
ー
フ
に
引
き
付
け
て
解
釈
し

　
　
　
＾
筆

て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
『
哲
挙
史
』
で
は
後
者
が
主
調
を
奏
で

て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
『
哲
学
史
』
に
お
い
て
は
、
批
判
検
討
の
精
神

で
あ
る
〈
デ
カ
ル
ト
的
理
性
〉
が
支
配
的
な
位
置
を
占
め
、
デ
カ

ル
ト
で
は
こ
の
理
性
と
結
合
し
て
い
た
〈
ラ
チ
オ
〉
1
「
幾
何

学
的
精
神
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
－
は
後
景
に
退
い
て
、
そ
の
か

わ
り
に
、
．
〈
実
験
科
学
的
理
性
〉
が
く
デ
カ
ル
ト
的
理
性
V
に
伍

す
、
と
い
う
よ
り
も
、
付
き
随
う
関
係
が
成
立
し
て
い
る
と
言
え

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
同
じ
デ
カ
ル
ト
に
依
拠
す
る
理
性
で
あ
り

な
が
ら
、
〈
デ
カ
ル
ト
的
理
性
〉
が
「
攻
撃
的
理
性
」
と
な
っ
て

聖
書
批
判
、
宗
教
批
判
に
大
挙
し
て
向
か
う
の
に
対
し
、
「
幾
何

学
的
精
神
」
の
方
は
自
然
科
学
、
経
済
学
、
法
学
で
は
カ
を
発
揮

し
な
が
ら
も
批
評
の
分
野
で
は
重
要
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、

科
学
内
部
で
も
公
理
的
演
縄
的
方
法
に
替
わ
っ
て
仮
説
実
験
、
解

析
的
方
法
が
優
位
に
立
っ
て
い
く
時
代
状
況
が
あ
っ
た
と
恩
わ
れ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
同
一
レ
ベ
ル
に
置
か
れ
れ
ぱ
矛
盾
し
合
う

よ
う
な
二
種
の
理
性
－
換
言
す
れ
ぱ
、
デ
カ
ル
ト
の
8
o
目
ま

（
解
析
幾
何
学
で
な
く
）
と
ニ
ュ
ー
ト
ン
や
ロ
ヅ
ク
の
名
と
結
ぴ

つ
い
た
実
験
科
学
ー
が
前
者
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
お
い
て
デ
ラ
ン

ド
で
は
糾
合
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
カ
学
の
分
野
で
は
デ
カ
ル

ト
に
対
す
る
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
優
位
を
先
駆
的
に
主
張
し
た
デ
ラ
ン

ド
も
、
哲
学
に
お
い
て
は
〈
デ
カ
ル
ト
的
理
性
〉
を
頑
な
に
守
っ

650



（65）　十八世紀前半の理性

て
い
る
。
こ
こ
に
こ
そ
、
批
判
検
討
の
精
神
と
科
挙
的
方
法
と
を

方
法
論
的
反
省
を
通
じ
て
方
法
の
側
か
ら
結
合
す
る
方
向
を
取
っ

た
後
の
フ
ィ
ロ
ヅ
ー
フ
と
デ
ラ
ン
ド
と
の
決
定
的
種
差
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
墾
言
す
れ
ぱ
、
デ
ラ
ン
ド
が
〈
デ
カ
ル
ト
的
理
性
〉

に
固
執
し
そ
れ
を
中
心
に
〈
ラ
テ
オ
〉
と
〈
実
験
科
学
的
理
性
〉

を
併
置
す
る
に
留
ま
る
の
に
対
し
、
フ
ィ
ロ
ゾ
ー
フ
は
、
批
判
的

態
度
・
姿
勢
を
十
八
世
紀
に
主
流
を
な
す
に
至
っ
た
科
学
的
方
法

－
解
析
、
実
験
な
ど
ー
と
結
合
し
直
す
こ
と
に
よ
ウ
て
、
知

的
く
態
度
V
と
科
挙
内
在
的
〈
方
法
〉
と
を
〈
真
知
の
生
産
〉
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
）

い
う
実
践
的
観
点
か
ら
統
一
す
る
方
向
に
進
む
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
わ
れ
わ
れ
は
、
デ
ラ
ン
ド
が
完
全
に
匿
名
で
一
七

四
一
年
に
初
版
を
出
版
し
た
「
唯
物
論
的
」
恋
愛
物
謡
、
『
ピ
グ

マ
リ
オ
ン
』
を
典
拠
に
、
デ
ラ
ン
ド
を
感
覚
論
的
唯
物
論
者
と
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
8
）

定
す
る
ガ
イ
ス
ラ
ー
や
マ
カ
リ
の
見
解
に
は
同
意
で
き
な
い
。
ガ

イ
ス
ラ
ー
は
語
る
、
「
注
目
す
べ
き
は
、
ブ
ロ
ー
1
ー
デ
ラ
ン
ド
が

外
部
感
官
を
認
識
の
唯
一
の
源
泉
と
捉
え
、
反
省
概
念
を
観
念
を

結
合
す
る
操
作
と
い
う
意
味
で
の
み
使
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
、

コ
ン
デ
ィ
ヤ
ヅ
ク
が
十
三
年
後
に
『
感
覚
論
』
で
定
義
し
た
よ
う

＾
”
〕に

。
」
こ
の
様
に
ガ
イ
ス
ラ
ー
に
と
っ
て
デ
ラ
ン
ド
は
既
に
コ
ン

デ
ィ
ヤ
ッ
ク
の
域
に
達
し
て
い
る
。
マ
カ
リ
も
デ
ラ
ン
ド
を
コ
ン

デ
ィ
ヤ
ヅ
ク
に
引
き
付
け
て
解
釈
し
て
い
る
が
、
『
ビ
グ
マ
リ
オ

ン
』
に
お
け
る
「
反
省
」
を
単
な
る
操
作
に
過
ぎ
な
い
と
ま
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
0
）

言
わ
ず
、
そ
れ
を
理
性
の
自
立
的
な
働
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
わ

れ
わ
れ
の
見
解
で
は
、
『
ビ
グ
マ
リ
オ
ン
』
で
も
デ
ラ
ン
ド
の

「
反
省
」
に
は
〈
デ
カ
ル
ト
的
理
性
〉
が
貫
か
れ
て
い
る
が
、

『
哲
単
史
』
で
は
ま
だ
低
か
っ
た
〈
実
験
科
学
的
理
性
〉
の
位
置

が
高
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
彼
の
認
識
観
内
部
で
両
理
性
が
拮
抗

し
合
い
矛
盾
し
合
う
よ
う
に
な
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。
『
ビ
グ
マ
リ

オ
ン
』
の
「
反
省
」
に
理
性
の
自
立
性
を
見
る
点
で
わ
れ
わ
れ
は

マ
カ
リ
と
見
解
を
同
じ
く
す
る
が
、
彼
が
こ
の
著
作
を
「
唯
物
論

的
」
と
見
る
点
に
は
同
意
で
き
な
い
。
「
唯
物
論
性
」
を
め
ぐ
る

問
題
は
本
稿
の
主
魑
で
は
な
い
の
で
マ
カ
リ
説
の
検
討
は
こ
こ
で

は
行
わ
ず
、
以
下
で
は
、
ガ
イ
ス
ラ
ー
説
を
批
判
的
に
検
討
し
つ

つ
『
ビ
グ
マ
リ
オ
ン
』
の
理
性
観
を
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
ガ
イ
ス
ラ
ー
が
論
拠
と
す
る
『
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
』
の
一
節
は
以

下
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
い
か
に
し
て
子
供
達
は
知
識
と
観

念
を
得
た
か
、
彫
像
だ
っ
た
の
が
、
ど
う
し
て
理
知
的
に
な
る
の

＾
3
1
〕

か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
回
答
に
な
っ
て
い
る
。

「
初
め
に
、
子
供
達
は
戚
官
か
ら
こ
れ
ら
の
観
念
や
知
識
を
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得
る
、
つ
ま
り
、
彼
ら
は
見
、
聞
き
、
触
れ
、
感
じ
る
の
で
あ

る
。
次
に
、
感
官
が
子
供
達
に
表
示
し
指
示
す
る
だ
け
の
も
の

を
他
の
人
々
が
彼
ら
に
教
え
る
。
最
後
に
、
子
供
達
は
眼
に
し

た
も
の
と
人
が
教
え
て
く
れ
た
も
の
と
を
自
分
で
結
合
す
る
。

こ
れ
が
反
省
の
成
果
で
あ
る
。
こ
う
し
て
観
念
が
形
成
さ
れ
知

　
　
　
　
　
壼
）

識
が
獲
得
さ
れ
る
。
」

　
さ
て
、
以
上
か
ら
デ
ラ
ン
ド
の
反
省
を
「
観
念
を
結
合
す
る
操

作
」
と
の
み
取
っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
反
省
が
単
な
る
操
作
な

の
か
、
理
性
の
自
立
的
働
き
な
の
か
は
、
経
験
論
と
合
理
論
と
を

分
け
る
大
問
題
で
あ
る
。
確
か
に
反
省
は
観
念
を
結
合
す
る
と
い

う
側
面
で
捉
え
ら
れ
．
て
い
る
が
、
そ
れ
が
「
操
作
」
と
な
る
に
は
、

自
立
性
を
喪
失
し
て
観
念
を
結
合
す
る
機
能
に
還
元
さ
れ
尽
く
す

必
要
が
あ
る
。
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
の
感
覚
論
は
そ
の
課
題
を
果
た

し
、
反
省
諸
機
能
を
発
生
論
的
に
位
置
づ
け
て
感
覚
に
還
元
し
て

し
ま
う
。
そ
れ
に
対
し
、
先
の
引
用
に
登
場
す
る
反
省
は
む
し
ろ

感
覚
か
ら
自
立
し
た
（
「
自
分
で
結
合
す
る
」
）
ト
ー
タ
ル
な
認

識
能
カ
と
見
る
の
が
、
自
然
で
あ
る
。
確
か
に
デ
ラ
ン
ド
は
、

　
　
　
　
　
　
轟
）

「
恩
考
が
婆
を
現
す
」
た
め
に
は
彫
像
が
運
動
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
て
お
り
、
で
あ
る
以
上
、
思
考
は
生
得
的
な
も
の
で
は

な
く
運
動
か
ら
も
自
立
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
デ
ラ
ン
ド
は
思

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

考
や
言
語
能
カ
が
い
か
に
し
て
獲
得
さ
れ
る
に
至
る
か
を
発
生
論

的
に
論
ず
る
と
こ
ろ
ま
で
は
進
ま
な
い
。
恩
考
は
「
ま
る
で
闇
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
酬
〕

に
走
る
一
条
の
光
の
よ
う
に
」
姿
を
現
す
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
考
え
が
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
の
感
覚
論
と
相
容
れ
な
い
こ
と
は

説
明
を
要
す
ま
い
。
思
考
諸
機
能
が
感
覚
作
用
か
ら
徐
々
に
連
続

的
に
成
立
す
る
こ
と
は
少
し
も
語
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
他
面
で
は
、
思
考
は
相
変
わ
ら
ず
実
体
化
さ
れ
て
い
る
、

「
お
ま
え
は
私
に
固
有
の
も
の
、
お
ま
え
は
私
の
存
在
の
し
る

＾
鎚
）

し
。
」
こ
の
恩
惟
の
実
体
化
の
陰
に
〈
デ
カ
ル
ト
的
理
性
〉
の
存

在
を
読
み
取
る
の
は
当
然
と
言
え
よ
う
。
『
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
』
に

感
覚
論
的
傾
向
は
も
ち
ろ
ん
存
在
す
る
が
、
そ
れ
が
反
省
の
操
作

化
に
ま
で
貫
か
れ
て
い
る
と
す
る
ガ
イ
ス
ラ
ー
の
主
張
に
は
無
理

が
あ
る
。
合
理
論
と
感
覚
論
、
〈
デ
カ
ル
ト
的
理
性
〉
と
〈
実
験

科
学
的
理
性
〉
と
の
矛
盾
、
並
存
を
こ
そ
そ
こ
に
見
る
べ
き
と
言

え
よ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
『
哲
学
史
』
に
戻
り
つ
つ
デ
ラ
ン
ド
の
理
性
に
締

め
く
く
り
を
付
け
て
い
こ
う
。
今
見
て
き
た
よ
う
に
、
そ
れ
を
十

八
世
紀
後
半
の
啓
蒙
の
理
性
に
直
結
さ
せ
て
先
駆
者
に
仕
立
て
上
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（67）　十八世紀前半の理性

げ
る
の
に
は
無
理
が
あ
る
。
啓
蒙
の
理
性
が
世
紀
の
前
半
と
後
半

で
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
相
違
を
有
す
る
と
す
れ
ぱ
、
デ
ラ

ン
ド
の
理
性
が
基
本
的
に
前
半
期
の
理
性
の
特
徴
を
持
つ
こ
と
は

否
め
な
い
。
〈
デ
カ
ル
ト
的
理
性
〉
は
前
半
期
の
理
性
の
1
と
重

な
る
も
の
で
あ
り
、
〈
実
験
科
学
的
理
性
〉
は
後
者
の
3
と
ほ
ぽ

等
し
い
。
〈
ユ
マ
ニ
ス
ト
的
理
性
〉
に
つ
い
て
は
本
論
で
は
言
及

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

さ
れ
な
か
っ
た
が
、
『
批
判
的
哲
学
史
』
と
い
う
標
題
が
示
す
よ

う
に
デ
ラ
ン
ド
は
歴
史
批
評
の
系
譜
と
関
わ
っ
て
も
い
る
。
プ
ル

ー
ス
ト
も
言
っ
て
い
た
よ
う
に
、
「
人
間
精
神
と
啓
蒙
の
批
判
的

歴
史
』
の
流
れ
の
中
に
デ
ヲ
ン
ド
は
樟
さ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
同
時
に
、
彼
の
理
性
は
十
八
世
紀
後
半
の
啓
蒙
思
想

に
既
に
踵
を
接
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
歴
史
批
評
と
の
連
関

で
言
え
ぱ
、
デ
ラ
ン
ド
は
成
果
と
し
て
考
証
学
的
博
識
を
利
用
し

た
が
、
彼
自
身
は
考
証
学
者
と
は
言
え
な
い
。
実
際
、
文
猷
や

史
実
の
批
評
の
類
は
、
『
哲
学
史
』
の
中
に
存
在
し
な
い
。
彼
の

主
眼
は
、
批
評
や
博
識
に
は
な
く
、
啓
示
か
ら
自
由
に
人
間
精
神

史
を
叙
述
し
、
汎
神
論
や
無
神
論
を
説
き
、
哲
学
者
の
社
会
的
役

割
を
喧
伝
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
批
判
的
哲
学
史
』

が
「
批
判
的
」
で
あ
る
の
は
、
批
評
の
方
法
に
従
っ
て
書
か
れ
た

か
ら
叱
い
う
よ
り
も
、
「
批
判
的
精
神
」
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
か

ら
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
デ
ラ
ン
ド
は
既
に
、
考
証
学
の

蓄
積
が
哲
学
的
批
判
に
専
ら
利
用
さ
れ
る
時
代
の
空
気
を
吸
っ
て

　
　
　
　
　
＾
3
6
〕

い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
〈
ヲ
チ
オ
〉
の
影
が
薄
く
〈
実
験
科
学

的
理
性
〉
の
方
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

デ
ラ
ン
ド
の
眼
は
論
理
学
・
方
法
論
の
レ
ペ
ル
で
実
験
科
学
や
経

験
論
の
方
を
向
い
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
も
、
「
体
系
の
糟
神
」

を
批
判
し
、
ロ
ヅ
ク
の
経
験
論
を
横
極
的
に
受
容
し
た
フ
ィ
ロ
ゾ

ー
フ
と
接
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
両
者
を
等
置
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
の
間
に

は
、
ガ
イ
ス
ラ
ー
や
マ
カ
リ
が
見
な
か
っ
た
種
差
が
存
す
る
か
ら

で
あ
る
。
理
性
論
的
に
は
、
〈
デ
カ
ル
ト
的
理
性
〉
が
支
配
的
位

置
を
占
め
自
立
性
を
保
っ
て
い
て
、
科
学
的
方
法
や
経
験
的
現
実

と
十
分
結
合
し
な
い
点
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
、
既
に
見
た
通
り

で
あ
る
。
こ
の
結
合
が
そ
の
後
如
何
に
な
さ
れ
た
か
、
も
の
際
に

如
何
な
る
歴
史
的
条
件
が
求
め
ら
れ
た
か
…
－
こ
う
し
た
間
題
に

一
般
的
に
答
え
る
用
意
は
な
い
が
、
こ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
が
、
デ

ラ
ン
ド
個
人
に
関
わ
っ
て
結
合
を
阻
害
し
た
要
因
に
つ
い
て
言
え

る
こ
と
は
、
第
一
に
、
彼
の
中
に
民
衆
蔑
視
の
考
え
と
、
そ
れ
と

結
ぴ
付
い
た
哲
挙
者
の
孤
高
性
の
考
え
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
デ

ラ
ン
ド
に
と
っ
て
民
衆
は
ま
だ
迷
信
や
瞳
見
に
捕
ら
わ
れ
て
い
る
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の
で
、
真
理
は
彼
ら
に
は
ま
ぷ
し
過
ぎ
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
ん
で
伝

達
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
哲
挙
者
同
士
で
な
ら
秘
教
的
な
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
）

で
露
な
真
理
も
伝
達
し
得
る
。
こ
の
考
え
は
、
反
宗
教
的
恩
想
が

十
八
世
紀
前
半
に
お
い
て
俗
世
間
と
隔
絶
し
た
状
態
で
自
由
思
想

家
同
士
の
閥
で
の
み
論
じ
ら
れ
、
手
稿
の
形
で
地
下
文
書
と
し
て

伝
播
さ
れ
て
い
た
状
況
に
、
ぴ
っ
た
り
と
対
応
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
孤
高
性
、
民
衆
蔑
視
は
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
し
か
乗

り
越
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
第
二
に
、
〈
経
験
的
な
も
の
〉
の
評

個
を
め
ぐ
る
動
揺
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
一
方
で
は
、
「
サ
バ

主
義
」
に
つ
い
て
見
た
よ
う
に
、
表
象
と
し
て
迷
信
や
誤
謬
な
ど

の
温
床
と
な
る
と
見
な
さ
れ
、
他
方
で
は
、
『
自
然
挙
自
然
誌
論

集
』
で
の
実
験
の
高
い
評
価
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
科
学
の
不
可

欠
な
構
成
要
素
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
〈
実
験
科
学
的
理

性
〉
の
位
置
は
年
と
と
も
に
次
第
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、

科
学
の
方
法
に
よ
っ
て
〈
デ
カ
ル
ト
的
理
性
〉
を
換
骨
奪
胎
す
る

ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
〈
経
験
的
な
も
の
〉
を
出
発
点
に
し

て
科
挙
の
発
達
、
諸
科
挙
の
分
類
・
体
系
化
を
一
貫
し
て
試
み
た

『
百
科
全
書
序
論
』
の
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
と
は
異
な
り
、
デ
ラ
ン
ド

の
『
哲
学
。
史
』
は
人
間
精
神
史
を
標
携
し
な
が
ら
も
科
挙
の
位
置

も
科
学
史
の
叙
述
も
敢
る
に
足
り
な
い
も
の
に
留
ま
っ
て
お
り
、

〈
経
験
的
な
も
の
〉
が
そ
こ
で
重
要
な
役
割
を
演
じ
る
余
地
が
な

い
こ
と
は
既
に
見
た
通
り
で
あ
る
。

　
結
局
、
民
衆
に
せ
よ
｛
実
験
科
学
に
せ
よ
、
総
じ
て
〈
経
験
的

な
も
の
〉
が
デ
ラ
ン
ド
に
は
頼
り
な
い
も
の
と
し
か
映
ら
な
か
っ

た
し
、
そ
れ
が
ま
た
当
時
の
時
代
状
況
と
も
な
っ
て
い
た
。
そ
ん

な
段
階
で
は
〈
経
験
的
な
も
の
〉
と
の
結
合
（
そ
れ
は
同
時
に
当

時
の
経
験
的
現
実
で
あ
る
宗
教
の
支
配
と
の
妥
協
と
も
な
る
）
で

は
な
く
、
逆
に
、
デ
カ
ル
ト
が
方
法
論
的
懐
疑
に
よ
っ
て
示
し
た

よ
う
に
、
そ
こ
か
ら
身
を
引
き
剥
す
こ
と
が
批
判
に
は
求
め
ら
れ

る
。
そ
れ
を
果
た
す
理
念
こ
そ
く
デ
カ
ル
ト
的
理
性
V
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
方
法
や
経
験
と
は
別
に
自
立
的
絶
対
的
に

機
能
す
る
点
に
こ
の
理
性
の
本
領
も
弱
点
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
．

　
デ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
が
結
論
す
ぺ
き
こ
と
は
、
世
紀

後
半
に
対
す
る
先
駆
者
性
で
は
な
い
。
今
述
ぺ
た
よ
う
な
不
可
避

的
な
時
代
的
制
約
に
も
関
わ
ら
ず
、
〈
デ
カ
ル
ト
的
理
性
〉
に
よ

っ
て
信
仰
・
伝
続
・
権
威
の
カ
に
立
ち
向
か
う
と
と
も
に
、
そ
れ

と
の
矛
盾
を
押
し
て
ま
で
も
実
験
科
学
や
経
験
論
を
横
極
的
に
受

容
し
て
、
十
八
世
紀
前
半
の
局
面
の
実
践
的
要
請
を
満
た
し
た
こ

と
で
あ
る
。
前
半
期
の
理
性
で
あ
り
な
が
ら
後
半
期
に
連
接
せ
ん

と
す
る
デ
ラ
ン
ド
の
理
性
は
確
か
に
内
に
矛
盾
を
含
む
が
、
そ
の
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矛
盾
こ
そ
デ
ラ
ン
ド
が
時
代
と
椿
闘
し
未
来
を
切
り
開
こ
う
と
し

た
こ
と
の
証
な
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
姓
を
ブ
回
1
1
－
デ
ラ
ン
ド
と
す
ぺ
き
か
、
デ
ラ
ン
ド
と
す
ぺ
き

　
　
か
に
つ
い
て
は
、
後
に
触
れ
る
二
人
の
代
表
的
研
究
者
ガ
イ
ス
ラ
ー

　
　
と
マ
カ
リ
の
間
で
一
致
が
得
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
（
く
o
貝

　
　
○
臥
邑
8
宕
o
。
“
勺
。
畠
μ
口
o
冨
N
）
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
諭
争
に
加

　
　
わ
る
こ
と
な
く
、
伝
統
的
呼
称
と
っ
て
い
る
ブ
ロ
ー
1
－
デ
ラ
ン
ド
を

　
　
標
魑
で
は
用
い
る
こ
と
に
し
、
本
文
中
で
は
便
宜
上
デ
ラ
ン
ド
と
呼

　
　
ぴ
慣
わ
す
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
o
色
色
亀
（
肉
o
5
一
b
§
ミ
§
－

　
　
b
§
ぎ
註
§
肋
．
向
ぎ
ミ
ミ
ミ
“
ミ
｛
急
き
、
、
ミ
ぎ
§
§
ミ
秦
一
｝
胃
－
一
p

　
　
肉
津
一
雪
自
昌
ρ
■
O
昌
ヲ
卵
H
旨
、
一
、
．
ω
昌
冨
昌
－
U
鶉
犀
目
q
鶉
－
8
け
O
胃

　
　
o
o
　
昌
凹
自
嘉
o
ユ
房
　
巳
芭
目
旦
鶉
饒
冨
、
一
一
U
ω
一
卜
雨
　
§
ミ
警
ざ
ミ
｝
§
雨
軋
s

　
　
k
「
ミ
5
包
ぎ
ぎ
＆
－
o
彗
o
．
団
一
〇
〇
F
弔
胃
貫
ト
＜
『
貝
5
o
o
3

　
　
の
両
者
を
そ
れ
ぞ
れ
Ω
乱
邑
貝
H
ま
ご
Ω
吐
窒
宥
■
岩
o
o
～
と
表
記
す

　
　
る
o

　
（
2
）
　
な
お
、
本
稿
は
博
士
課
捜
単
位
修
得
論
文
と
し
て
一
橋
大
学
社

会
学
研
究
科
に
一
九
八
六
年
一
月
に
提
出
し
た
拙
稿
『
フ
ラ
ン
ス
十

八
世
紀
中
葉
の
哲
学
史
の
歴
史
』
四
百
字
諾
原
稿
用
紙
三
六
三
頁
、

（
一
橋
大
学
図
書
館
蔵
）
を
元
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
本
稿
で
扱

う
デ
ヲ
ン
ド
に
止
ま
ら
ず
、
ダ
ラ
ン
ペ
ー
ル
ー
甲
ω
。
司
冒
冒
｛
の

三
種
の
哲
挙
史
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
支
え
る
世
界
観
、
哲
学
史
の

方
法
論
、
時
代
意
識
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
デ
ラ
ン
ド
の
世
界
観
や

『
哲
学
史
』
の
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
そ
ち
ら
を
参
照
の
こ
と
。

ま
た
、
一
九
八
六
年
六
月
一
日
に
日
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学

　
会
春
期
大
会
で
デ
ラ
ン
ド
『
哲
学
史
』
に
関
す
る
研
究
発
表
を
行
い
・

　
そ
の
要
旨
「
ブ
回
1
”
デ
ラ
ン
ド
『
批
判
的
哲
学
史
』
、
そ
の
世
界
観

　
と
方
法
論
を
め
ぐ
っ
て
」
が
『
フ
ラ
ン
ス
語
7
ヲ
ン
ス
文
学
研
究
』
、

　
第
四
九
号
、
一
九
八
六
年
一
〇
月
、
九
八
－
九
九
頁
、
に
掲
載
さ
れ

　
て
い
る
。
こ
の
要
旨
は
本
稿
の
要
旨
と
も
な
り
う
る
も
の
な
の
で
併

　
せ
て
参
照
の
こ
と
。

（
3
）
　
カ
ン
．
ト
『
啓
蒙
と
は
何
か
』
、
篠
国
英
雄
訳
、
岩
波
文
庫
、
七

　
頁
。

（
4
）
　
十
八
世
紀
前
半
の
啓
蒙
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
忘
れ
て
は
な
ら

　
な
い
の
が
、
手
稿
の
形
で
知
識
人
の
間
に
広
ま
っ
て
い
た
様
々
な
反

　
宗
教
的
地
下
文
書
で
あ
る
。
ウ
晶
イ
ド
の
研
究
（
ミ
邑
o
（
－
墨
、
◎
．
）
一

　
『
ぎ
ミ
§
昏
§
§
o
泰
§
㌣
s
ミ
§
§
軋
、
さ
急
§
♀
、
ミ
、
含
喜
ミ
o

　
迂
§
賄
ぎ
、
§
ミ
§
、
o
§
ミ
o
o
“
o
、
暮
p
勺
ユ
自
o
g
o
p
H
8
o
o
）
以

　
来
、
ス
ビ
ン
ク
の
研
究
（
ω
官
寿
（
旨
巨
ω
箒
さ
冨
冒
）
一
ミ
§
g

　
、
ミ
雨
『
ぎ
棄
ミ
、
§
o
s
畠
§
§
“
o
さ
～
§
苛
♪
■
君
o
a
9
一
ぎ
o
）

　
プ
ロ
ッ
ク
指
導
の
集
団
研
究
（
5
§
ミ
ミ
ミ
汁
§
雨
き
k
ミ
ー
5

　
3
～
ミ
雨
ミ
§
ミ
貴
警
ミ
ミ
§
o
ざ
ミ
、
雨
急
き
♪
蜆
o
自
蜆
5
2
『
o
o
饒
o
目
ρ
．
O
亨

　
三
賃
勇
o
o
貝
勺
胃
グ
く
『
貝
乞
o
0
N
）
な
ど
が
発
表
さ
れ
、
校
訂
本

　
も
い
く
つ
か
出
版
さ
れ
始
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
下
文
書
が
後
半

　
期
に
甚
犬
な
影
響
を
与
え
、
ウ
晶
イ
ド
な
ど
は
二
七
〇
〇
年
か
ら

　
一
七
五
〇
年
に
か
け
て
の
地
下
論
考
に
よ
る
哲
学
的
恩
想
の
漸
次
的

　
組
織
化
と
伝
播
は
自
由
圭
義
の
堅
固
な
土
台
を
置
い
た
の
で
、
一
七

　
五
〇
－
一
七
八
九
年
の
作
家
達
は
そ
の
土
台
の
上
に
ひ
た
す
ら
建
設

　
す
る
こ
と
が
問
魑
だ
っ
た
」
（
ミ
邑
9
o
・
ぎ
o
・
ミ
㎞
）
と
与
一
口
う
ほ
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ど
で
あ
る
。
ガ
イ
ス
ラ
ー
は
デ
ラ
ン
ド
『
哲
学
史
』
へ
の
地
下
文
書

　
の
影
響
を
調
ぺ
よ
う
と
し
、
結
局
、
実
証
的
に
は
何
ら
成
果
を
上
げ

　
る
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
デ
ラ
ン
ド
と
地
下
文
書
と
の
「
着
想
の

　
共
通
性
」
（
O
O
｛
色
貝
宅
O
O
N
一
〇
．
8
0
）
を
い
く
つ
か
指
摘
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
デ
ラ
ン
ド
を
含
む
十
八
世
紀
前
半
の
理
性
を

規
定
す
る
た
め
に
地
下
文
警
の
考
察
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
本
稿
で

　
は
十
分
に
そ
れ
を
行
え
な
か
っ
た
こ
と
を
言
明
し
て
お
く
。
た
だ
し
、

　
デ
＾
ラ
ヲ
ク
も
謡
る
よ
う
に
、
「
地
下
文
学
は
、
そ
れ
だ
け
取
）
上
げ

　
る
な
ら
、
一
七
五
〇
年
以
前
の
啓
蒙
が
何
だ
っ
た
に
つ
い
て
不
正
確

　
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
し
ま
う
」
ほ
ど
「
極
端
な
大
胆
さ
と
時
に
野

　
蛮
な
ほ
ど
の
活
カ
」
（
U
一
』
豊
（
Ω
O
O
晶
鶉
）
一
、
■
9
昌
P
目
冨
O
ユ
房

監
邑
O
眈
庄
；
黒
一
〇
目
昌
き
目
O
巨
昌
昌
0
8
吾
旦
畠
甘
名
自
．
竃

　
く
8
，
．
一
b
㍗
串
卦
§
｝
ミ
ミ
蕊
§
｝
、
軸
き
ざ
、
、
§
§
ミ
ト
b
恥
ミ
；

　
～
ミ
竃
一
吊
胃
五
向
昌
匡
o
舅
蜆
o
o
邑
易
5
饒
一
や
H
ミ
）
を
有
し
て

　
い
る
の
で
、
そ
の
取
り
扱
い
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

　
う
こ
と
で
あ
る
。
し
が
っ
て
、
十
八
世
紀
前
半
の
啓
蒙
を
考
え
る
に

　
当
た
っ
て
毛
ル
ネ
や
ア
ザ
ー
ル
に
そ
の
ま
ま
依
拠
す
る
の
は
、
現
在

　
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
は
い
え
、
必
ず
し
も
失
当
で
あ
る
と
は
思
わ

　
れ
な
い
。

（
5
）
　
D
・
モ
ル
ネ
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
知
的
起
源
』
、
坂
田
太
郊
、

　
山
田
九
朗
監
訳
、
上
、
十
九
員
、
勤
草
書
房
、
一
九
六
九
年
。

（
6
）
　
P
・
ア
ザ
ー
ル
『
昌
ー
ロ
ッ
パ
精
神
の
危
機
』
、
野
沢
協
訳
、

　
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
八
年
、
一
五
〇
頁
。

（
7
）
　
こ
の
理
性
に
つ
い
て
は
、
野
沢
協
「
解
説
、
メ
ル
キ
セ
デ
ク
の

　
横
死
1
『
歴
史
批
評
辞
典
』
の
歴
史
批
評
」
（
『
ビ
エ
ー
ル
・
ぺ
ー

　
ル
著
作
集
』
第
三
巻
、
『
歴
史
批
評
辞
典
』
1
、
野
沢
協
訳
、
法
政

　
犬
学
出
版
局
、
　
一
九
八
二
年
、
所
収
、
一
一
一
五
－
ニ
ニ
四
一
頁
）

　
の
第
二
章
「
『
批
評
の
時
代
』
の
種
々
相
」
と
、
J
・
プ
ル
ー
ス
ト

　
『
百
科
全
書
』
、
平
岡
昇
・
市
川
慎
一
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
、

　
第
一
章
「
百
科
金
書
的
精
神
の
起
源
」
を
参
照
。
ま
た
、
周
知
の
よ

　
う
に
、
ヲ
テ
ン
語
や
修
辞
挙
の
修
得
を
主
と
し
、
g
－
o
岩
邑
と
二
．

　
マ
ニ
ス
ト
的
教
養
の
育
成
を
目
的
と
す
る
人
文
教
育
8
胃
蜆
ま
叩

　
巨
目
纈
目
ま
叩
の
理
念
と
制
度
は
、
フ
ィ
ロ
ゾ
ー
フ
達
の
批
判
に
も

　
関
わ
ら
ず
、
コ
レ
ー
ジ
＾
を
中
心
に
十
八
世
紀
後
半
ま
で
存
続
し
、

　
反
発
を
買
う
と
と
も
に
少
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
続
け
た
。

（
8
）
　
ア
ザ
ー
ル
、
前
掲
書
、
三
一
〇
頁
。

（
9
）
　
プ
ル
ー
ス
ト
、
前
掲
薔
、
四
四
頁
、

（
1
0
）
　
峯
彗
芭
q
（
盲
竃
）
一
ミ
姜
ミ
雨
曳
ト
ミ
§
註
、
8
§
×
ミ
ミ
耐
・

　
」
ミ
ミ
“
－
、
§
ミ
O
芳
b
雷
ざ
ミ
軋
雰
．
、
“
ミ
ミ
§
恩
、
ミ
“
ε
S
ぎ
、
、
し
9
0
ー

　
ミ
ミ
一
■
距
｝
閏
｝
9
峯
芭
ま
目
鶉
易
｝
旨
o
貝
H
ミ
仰
×
－
＜
－
■
o
8
や

（
1
1
）
　
ガ
イ
ス
ラ
ー
と
マ
カ
リ
の
両
説
に
つ
い
て
は
前
掲
の
拙
稿
「
フ

　
ラ
ン
ス
十
八
世
紀
中
葉
の
哲
挙
史
の
歴
史
」
第
一
章
一
節
で
詳
紬
に

　
分
析
し
て
い
る
。

（
1
2
）
　
｝
昌
晶
彗
－
U
鶉
旨
目
ρ
9
（
＞
目
o
忍
由
H
彗
毛
呂
一
ミ
室
o
ミ
㎞
ミ
ミ
．

ミ
雨
昏
§
、
ミ
含
魯
ぎ
一
＞
冨
片
實
O
彗
一
司
・
9
竃
。
・
邑
昌
一
曇
9

　
卓
＜
o
－
。
ぎ
1
嵩
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
様
に
本
文
中
に

　
（
　
）
に
い
れ
て
引
用
の
巻
数
、
頁
数
の
順
に
示
す
こ
と
に
す
る
。

（
篶
）
例
え
ば
、
司
ぎ
o
－
g
一
」
ミ
甜
“
“
塁
ミ
軸
b
§
吻
、
ぎ
』
8
患
ぎ
タ
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勺
雪
ユ
μ
－
一
向
m
庄
o
目
目
9
H
s
α
一
巨
－
旨
一
阜
8
や
が
そ
う
で
あ
り
、

　
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
・
ヲ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス
『
ギ
リ
シ
ャ
哲
挙
者
列
伝
』
の

　
仏
訳
も
一
六
〇
二
、
一
六
六
八
年
に
出
版
さ
れ
・
デ
ヲ
ン
ド
『
哲
挙

　
史
』
以
後
も
オ
ヲ
ン
ダ
で
新
訳
（
豆
o
o
目
Φ
昌
■
悪
昌
9
卜
婁
ミ
雨
防
軋
婁

　
ミ
姜
§
婁
ミ
婁
“
ミ
“
8
s
“
婁
き
｝
、
§
ミ
ミ
ミ
［
…
…
］
一
＞
昌
咀
註
『
・

　
旨
員
－
甲
ω
9
冨
ε
3
ミ
㎞
O
。
一
u
き
－
二
目
－
岩
）
が
出
版
さ
れ

　
て
い
る
。

（
1
4
）
　
卑
彗
一
｛
（
H
ぎ
昌
鶉
）
一
串
這
o
、
ぎ
心
ミ
、
8
S
ミ
§
ミ
“
§
一
S
｝
－

　
ミ
§
雰
［
…
…
］
一
＜
呂
o
蟹
m
一
く
嘗
一
凹
勺
‘
q
ω
〇
一
〕
霧
庄
葭
己
O
O
－
o
P
巨

　
1
き
ω
き
】
．
（
英
欝
版
は
一
六
六
五
年
）

（
”
）
　
デ
ヲ
ン
ド
が
哲
学
史
の
第
二
期
で
あ
る
ギ
リ
シ
ャ
・
回
ー
マ
時

　
代
と
第
三
期
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
時
代
と
を
キ
リ
ス
ト
の
啓
示
に
よ

　
っ
て
区
分
し
、
表
面
上
啓
示
を
重
視
し
て
る
よ
う
に
見
え
る
点
に
つ

　
い
て
、
プ
ル
ー
ス
ト
は
次
の
よ
う
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。
デ
ラ
ン

　
ド
は
「
比
鮫
に
基
づ
く
歴
史
的
な
客
観
的
方
法
」
（
勺
8
嘉
“
（
盲
O
－

　
ρ
目
o
蜆
）
1
b
｝
き
、
ミ
ミ
ー
、
向
S
ミ
o
ξ
“
～
｝
“
勺
芭
ユ
9
　
＞
．
O
O
旨
P
一
〇
α
押
勺
．

　
塞
H
）
を
提
示
し
褐
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
啓
示
に
特
権
的
位
置
を
与

　
え
て
き
た
「
護
教
論
的
伝
統
」
（
さ
ミ
一
勺
・
塞
N
）
に
追
随
し
て
啓
示

　
を
時
代
区
分
の
柱
と
し
て
し
ま
っ
た
（
こ
の
こ
と
を
プ
ル
ー
ス
ト
は

　
暗
示
的
に
語
る
）
。
し
か
し
、
啓
示
に
よ
る
時
代
区
分
を
す
ぐ
に
護

　
教
論
に
追
随
し
た
も
の
と
見
る
の
に
は
多
少
無
理
が
あ
る
と
思
わ
れ

　
る
。
表
面
上
伝
統
に
従
う
こ
と
で
逆
に
キ
リ
ス
ト
教
に
手
酪
い
し
っ

　
ぺ
返
し
を
す
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
デ
ラ
ン
ド
の
啓
示
に
よ

　
る
時
代
区
分
も
そ
う
し
た
性
裕
を
持
つ
こ
と
は
、
次
の
三
点
に
つ
い

　
て
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
啓
示
以
前
の
哲
学
の
主
要
部
分
を
占
め

　
る
異
教
性
、
無
神
論
性
を
、
啓
示
以
前
を
理
由
に
免
罪
し
、
お
お
っ

　
び
ら
に
紹
介
喧
伝
し
得
る
点
（
月
s
N
以
下
、
参
照
）
。
第
二
に
、

　
啓
示
を
時
代
区
分
の
柱
と
し
て
重
視
す
れ
ぱ
す
る
ほ
ど
、
逆
に
、
人

　
間
精
神
史
と
し
て
の
哲
学
史
の
流
れ
と
駆
麗
を
来
し
、
啓
示
の
時
代

　
区
分
と
し
て
の
不
自
然
さ
を
印
象
づ
け
る
点
。
第
三
に
、
啓
示
か
ら

　
ル
ネ
サ
ン
ス
以
前
ま
で
を
第
三
期
と
し
、
そ
の
後
に
理
性
の
復
活
、

　
全
面
開
花
の
時
代
で
あ
る
第
四
期
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
啓
示
こ

　
そ
が
中
世
の
暗
黒
を
も
た
ら
し
た
と
暗
示
さ
れ
る
点
。
し
か
し
、
同

　
時
に
、
こ
の
時
代
区
分
が
ロ
ー
マ
時
代
の
哲
挙
史
の
連
続
性
を
外
的

　
に
断
ち
切
っ
て
し
ま
う
否
定
的
な
役
割
も
果
た
す
二
と
は
、
否
め
な

　
い
。
し
た
が
っ
て
、
現
段
階
で
は
こ
の
問
魑
に
断
定
的
な
答
え
を
与

　
え
る
こ
と
は
控
え
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

（
1
6
）
　
同
じ
趣
旨
の
こ
と
が
諸
処
で
冒
わ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ぱ
、
ポ

　
ン
ポ
ナ
ッ
ツ
ィ
に
託
し
て
語
ら
れ
て
い
る
箇
所
（
H
＜
二
8
）
な
ど

　
参
照
。

（
η
）
　
デ
ヲ
ン
ド
と
デ
カ
ル
ト
主
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
の
註
を

　
参
照
し
て
も
ら
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
、
〈
デ
カ
ル
ト
的
V
と
い

　
う
形
容
詞
を
わ
れ
わ
れ
が
〈
批
判
的
〉
と
ほ
ぽ
同
じ
意
味
に
用
い
た

　
二
と
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
閲
明
し
て
お
き
た
い
。
野
沢
氏
も
べ

　
ー
ル
に
つ
い
て
語
る
よ
う
に
（
前
掲
「
解
説
」
、
二
一
九
六
貫
以
下
）
、

　
〈
デ
カ
ル
ト
的
〉
と
い
う
言
葉
は
、
思
想
史
的
に
見
て
、
〈
批
判
的
V

　
と
い
う
言
葉
と
同
義
的
に
使
わ
れ
て
い
た
と
恩
わ
れ
、
方
法
的
懐
疑

　
を
通
じ
て
明
噺
判
明
に
認
識
さ
れ
る
も
の
し
か
認
め
ま
い
と
す
る
よ
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う
な
一
っ
の
態
度
を
形
容
す
る
。
デ
ラ
ン
ド
も
ま
た
、
本
文
で
以
下

　
見
る
よ
う
に
、
デ
カ
ル
ト
哲
学
を
諸
契
機
に
理
念
化
し
、
〈
批
判
的
〉

　
態
度
に
一
本
化
し
さ
え
す
る
ほ
ど
で
あ
り
、
テ
キ
ス
ト
に
即
し
た
分

　
析
は
何
ら
行
っ
て
い
な
い
。
こ
の
様
に
、
デ
ラ
ン
ド
自
身
が
既
に
、

　
デ
カ
ル
ト
を
批
判
検
討
識
別
の
態
度
の
象
徴
、
遠
い
準
拠
と
し
て
扱

　
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
・
け
っ
し
て
忠
実
に
踏
襲
し
て
は
い
な
い
。
し

　
た
が
っ
て
、
〈
デ
カ
ル
ト
的
〉
1
1
〈
批
判
的
〉
と
し
て
デ
ラ
ン
ド
の

　
〈
デ
カ
ル
ト
的
理
性
〉
を
問
題
に
す
る
の
は
、
思
想
史
的
に
も
『
哲

　
挙
史
』
の
デ
カ
ル
ト
観
か
ら
も
首
肯
さ
れ
得
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

（
1
8
）
　
專
実
、
デ
ラ
ン
ド
は
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
と
面
識
が
あ
り
そ
の
薫

　
陶
を
受
け
て
い
る
。
「
私
の
書
斎
」
中
に
お
い
て
彼
は
「
マ
ル
ブ
ラ

　
ン
シ
ュ
よ
、
す
ぺ
て
貴
方
の
お
か
げ
だ
／
御
手
が
取
り
払
わ
れ
る
と

　
■
偏
見
は
隠
さ
れ
る
／
誤
謬
は
さ
げ
す
ま
れ
■
も
は
や
我
ら
に
幻
想

　
を
抱
か
せ
る
こ
と
無
し
」
と
言
い
、
マ
ル
プ
ラ
ン
シ
ュ
が
オ
ラ
ト
リ

　
オ
会
に
引
き
留
め
よ
う
と
尽
カ
し
て
く
れ
た
の
に
、
諸
般
の
事
情
で

　
そ
う
で
き
な
か
っ
た
若
き
圓
の
こ
と
を
晩
年
に
な
っ
て
悔
い
て
い
る

　
（
－
＜
一
5
N
）
。

　
　
し
か
し
、
デ
ラ
ン
ド
が
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
を
含
む
デ
カ
ル
ト
派
か

　
ら
受
け
た
影
響
の
詳
紬
に
つ
い
て
は
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
、
ガ
イ

　
ス
ラ
ー
は
「
私
の
書
斎
」
の
先
の
一
節
を
典
拠
に
「
彼
□
H
マ
ル
ブ
ヲ

　
ン
シ
こ
を
通
じ
て
［
・
－
：
］
、
プ
ロ
ー
“
デ
ラ
ン
ド
が
哲
挙
研
究
の

　
手
ほ
ど
き
を
受
け
デ
カ
ル
ト
を
知
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
明
か
で

　
あ
る
」
（
o
〇
一
轟
雪
し
8
メ
勺
」
o
）
と
し
、
更
に
、
デ
ラ
ン
ド
の
初

　
期
作
晶
『
冗
談
を
言
っ
て
死
ん
で
い
っ
た
偉
人
の
考
察
』
の
自
由
思

　
想
等
に
依
拠
し
て
、
「
ブ
回
1
1
ー
デ
ラ
ン
ド
は
か
な
り
早
く
加
ら
マ

　
ル
プ
ラ
ン
シ
ュ
に
対
し
て
距
離
を
取
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
デ
カ

　
ル
ト
派
の
形
而
上
学
と
キ
リ
ス
ト
教
の
見
方
に
基
づ
く
師
の
機
会
原

　
因
論
の
哲
挙
と
、
師
の
合
理
主
義
的
思
考
法
と
を
区
別
し
た
い
と
願

　
っ
た
」
（
さ
§
一
〇
・
H
一
）
と
す
る
。
マ
カ
リ
は
、
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
＾

　
の
『
真
理
の
探
求
』
が
信
心
深
い
人
々
を
不
安
に
さ
せ
た
二
と
を
述

　
ぺ
た
後
で
、
『
偉
人
の
考
察
』
の
別
の
一
節
を
典
拠
に
、
「
デ
ラ
ン
ド

　
が
マ
ル
プ
ラ
ン
シ
ュ
か
ら
「
追
求
の
理
念
」
（
量
彗
實
き
o
；
・
り
・
ご
）

　
「
自
由
な
探
求
心
」
（
や
掌
）
を
学
ん
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
様

　
に
、
わ
れ
わ
れ
は
デ
ラ
ン
ド
が
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
か
ら
批
判
検
討
の

　
精
神
を
得
た
こ
と
を
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
既
に
述
ぺ
た
よ
う
に
・

　
こ
の
精
神
は
当
時
の
進
歩
的
思
想
家
の
時
代
精
神
と
も
な
o
て
い
た

　
の
で
あ
り
、
ま
た
、
ガ
イ
ス
ラ
ー
も
認
め
る
よ
う
に
「
プ
回
1
1
－
デ

　
ラ
ン
ド
は
現
存
す
る
同
時
代
人
と
の
交
友
関
係
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど

　
一
言
明
し
な
か
っ
た
の
で
」
（
Ω
色
窃
－
胃
一
〇
一
9
一
や
ζ
）
こ
れ
を
マ
ル

　
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
感
化
に
よ
る
も
の
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
ガ
イ
ス
ラ
ー
は
ま
た
、
『
偉
人
の
考
察
』
の
英
訳
の
注
解
（
「
著
者
の

　
特
別
の
友
人
」
（
く
O
ぎ
旨
さ
O
目
）
）
に
よ
っ
て
デ
ラ
ン
ド
が
フ
ォ
ン

　
ト
ネ
ル
と
も
親
交
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
両
者
の
交
友
に
つ
い

　
て
も
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
o

（
1
9
）
　
こ
の
発
展
段
階
の
捉
え
方
自
体
は
、
ガ
イ
ス
ラ
ー
も
語
る
よ
う

　
に
（
き
ミ
一
や
H
s
一
昌
8
s
）
、
フ
ォ
ン
ト
ネ
ル
以
来
普
及
し
て
い

　
た
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
デ
ヲ
ン
ド
は
、
哲
学
史
の
第
二
期
を
六

　
時
期
に
区
分
し
・
そ
の
最
初
の
四
期
を
1
。
寓
藷
哲
学
と
ギ
リ
シ
ャ
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の
七
賢
人
、
2
。
タ
レ
ス
と
ビ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
、
3
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
と

　
そ
の
弟
子
達
、
4
。
エ
レ
ァ
派
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
、
ビ
ュ
ロ
ン
、

　
デ
モ
ク
リ
ト
ス
、
エ
ビ
ク
回
ス
な
ど
に
分
類
し
て
、
そ
こ
に
体
系
化

　
の
遼
展
を
見
て
い
る
。

（
2
0
）
　
野
沢
氏
に
よ
れ
ぱ
（
前
掲
「
解
説
」
、
同
所
）
、
ぺ
ー
ル
も
デ
カ

　
ル
ト
『
方
法
序
説
』
の
四
つ
の
規
則
の
内
の
第
一
規
則
（
「
明
噺
判

　
明
に
私
の
精
神
に
現
れ
る
も
の
以
外
は
け
っ
し
て
自
分
の
判
断
に
合

　
め
な
い
こ
と
」
）
の
み
を
璽
視
し
、
分
析
、
総
合
、
枚
挙
に
関
わ
る

　
他
の
三
規
則
は
無
視
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

　
か
ら
、
歴
史
批
評
や
宗
教
批
判
の
領
域
で
は
、
〈
ラ
チ
オ
V
に
関
わ

　
る
デ
カ
ル
ト
の
方
法
は
捨
て
ら
れ
、
〈
デ
カ
ル
ト
的
理
性
〉
だ
け
が

　
態
度
と
し
て
保
持
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

　
こ
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
は
後
圓
を
期
す
こ
と
に
し
よ
う
。
な
お
、

　
註
（
〃
）
も
参
照
の
こ
と
。

（
2
1
）
≧
菖
σ
劃
（
言
目
5
寄
邑
o
．
）
一
皇
§
ミ
ζ
§
ミ
§
－

　
ミ
昏
“
、
向
ミ
ミ
ミ
急
“
き
軸
し
〕
甲
s
§
ミ
3
勺
彗
亘
向
品
似
冨
皇
昌
〇
一

　
H
O
0
3
一
や
宝
N
．

（
2
2
）
　
－
す
巳
o
昌
一

（
刎
）
　
さ
§
一
や
宝
9

（
2
4
）
吋
o
膏
S
宇
U
邑
彗
ま
μ
き
§
雨
ミ
き
、
§
ミ
ミ
｝
ミ
§
泳
昏

　
、
ミ
由
貴
§
ミ
軋
。
串
這
3
ミ
§
ミ
ミ
貧
竃
o
o
邑
o
＆
旨
昌
一
、
胃
ダ

　
H
ミ
o
〇
一
や
吋
s
（
峯
g
胃
き
o
1
8
や
H
畠
）
．

（
2
5
）
　
過
去
の
遺
産
に
新
た
な
も
の
が
無
名
の
人
々
に
よ
っ
て
付
け
加

　
え
ら
れ
つ
つ
、
発
明
が
徐
々
に
な
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
し
て
、
デ
ラ

　
ン
ド
は
次
の
よ
う
に
語
る
、
「
技
芸
や
挙
問
の
諸
原
理
が
発
見
さ
れ

　
た
の
は
ひ
と
え
に
次
々
と
付
加
さ
れ
て
い
く
思
考
、
見
解
、
試
練
の

　
長
い
連
鎖
に
よ
る
の
で
あ
り
、
無
数
の
啓
蒙
さ
れ
た
人
々
が
絶
え
間

　
な
く
こ
れ
に
従
事
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
」
（
一
N
乞
1
§
o
）
。

（
2
6
）
　
例
え
ぱ
、
ガ
イ
ス
ラ
ー
は
、
同
時
代
の
哲
挙
史
家
プ
ル
ッ
カ
ー

　
を
合
理
論
、
古
代
に
対
す
る
事
大
主
義
、
遅
れ
た
ド
イ
ツ
啓
蒙
に
分

一
類
し
、
デ
ラ
ン
ド
を
経
験
論
、
進
歩
史
観
、
進
ん
だ
フ
ヲ
ン
ス
啓
蒙

　
に
分
類
し
て
、
両
者
を
対
置
し
て
い
る
（
く
O
昇
O
乱
窃
一
胃
一
6
S
一

　
〇
．
蟹
－
8
）
。
一
方
、
マ
カ
リ
は
デ
ラ
ン
ド
に
、
経
済
政
治
活
動
に

　
従
事
す
る
上
昇
期
ブ
ル
ジ
目
ワ
の
経
験
論
的
進
歩
主
義
的
恩
想
と
、

　
自
由
恩
想
と
の
合
流
を
見
て
い
る
（
く
o
貝
旨
竃
胃
き
o
．
o
．
一
勺
■
5
）
。

（
2
7
）
　
例
え
ぱ
、
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ツ
ク
は
「
体
系
の
精
神
」
を
批
判
し
て

　
観
念
の
分
析
総
合
の
内
に
正
し
い
方
法
を
見
い
だ
し
、
本
文
で
も
触

　
れ
た
よ
、
つ
に
、
ダ
ラ
ン
ペ
ー
ル
は
解
析
的
方
法
に
。
よ
る
諸
学
の
体
系

　
化
を
哲
学
の
課
題
と
し
、
デ
ィ
ド
ロ
は
仮
説
実
験
や
対
話
に
正
し
い

　
理
性
の
あ
り
方
を
求
め
て
い
る
。

（
2
8
）
　
田
o
胃
o
彗
白
邑
彗
q
畠
（
＞
1
－
句
1
）
一
、
暗
§
ミ
“
§
§
ぎ
軸
ミ
§

§
§
貧
5
邑
曇
一
ω
冒
冨
一
｝
胃
昌
泰
量
ぶ
×
≦
上
N
ξ
一

　
彗
峯
o
胃
卜
、
s
、
赴
§
昏
肪
§
鳥
ミ
タ
§
s
“
雨
～
、
、
県
ミ
o
§
き
臼

　
S
ミ
§
；
（
や
曽
α
－
8
㎞
）
・
な
お
、
O
色
邑
害
一
岩
亀
一
や
H
く
I

H
ま
に
は
、
一
七
四
一
年
の
初
版
に
基
づ
く
『
ビ
グ
マ
リ
オ
ン
』
の

　
校
訂
版
と
ド
イ
ツ
語
訳
と
が
付
録
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

　
小
冊
子
の
主
題
は
、
主
人
公
ビ
グ
マ
リ
オ
ン
の
作
っ
た
彫
像
が
い
か

　
に
し
て
生
命
、
感
性
、
理
性
を
得
た
か
を
、
唯
物
論
的
と
い
う
よ
り
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は
物
活
論
的
色
彩
で
綴
る
こ
と
に
あ
る
。

（
2
9
）
　
O
乱
窒
－
o
■
轟
薯
一
勺
・
o
．
o
・

（
3
0
）
　
＜
o
貝
旨
碧
胃
き
o
・
～
甲
s
o
o
・

（
“
）
　
｝
o
膏
o
彗
－
U
鶉
－
竃
ρ
窃
一
、
猪
§
s
§
ぎ
や
N
H
・

（
3
2
）
　
－
ミ
｝
や
ご
－
ミ
・

（
3
3
）
　
さ
｛
｝
勺
．
寓
・

（
3
4
）
　
冒
邑
血
昌
1

（
3
5
）
　
－
ミ
｝
や
＄
一

（
3
6
）
　
そ
れ
が
よ
く
わ
か
る
の
は
、
デ
ヲ
ン
ド
が
『
哲
挙
史
』
の
第
4

　
巻
「
前
冒
」
で
行
り
て
い
る
ブ
ル
ツ
カ
ー
『
批
判
的
哲
学
史
』
に
対

　
す
る
批
判
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
哲
学
史
を
資
料
の
「
未
消
化
な
ま
ま

　
の
編
纂
物
」
（
－
‘
く
）
と
酷
評
し
、
古
代
民
族
の
狂
気
や
不
条
理
や

　
カ
パ
ラ
哲
学
な
ど
に
つ
い
て
詳
論
し
て
何
に
な
る
の
か
と
、
弁
じ
て

　
い
る
。
考
証
学
者
ブ
ル
ソ
カ
ー
の
よ
う
に
「
豪
勢
な
考
証
学
的
博

　
識
」
を
示
し
て
「
古
代
の
哲
学
者
の
文
章
や
気
の
利
い
た
言
葉
、
著

　
作
の
標
題
、
彼
ら
の
生
き
た
オ
リ
ン
ビ
ァ
紀
の
こ
と
を
報
告
す
る
よ

　
り
も
、
古
代
の
哲
学
者
の
天
才
や
性
格
を
知
ら
せ
た
い
と
考
え
」

　
（
く
ト
く
e
、
そ
の
観
点
か
ら
考
証
挙
の
簡
潔
な
利
用
を
目
指
す
の
が
、

　
「
哲
学
者
」
デ
ラ
ン
ド
の
立
場
な
の
で
あ
る
。

（
η
）
『
哲
学
史
』
第
4
巻
の
冒
頭
の
「
論
考
」
で
、
民
衆
に
は
「
神

　
秘
の
盈
い
」
が
必
要
な
こ
と
を
語
っ
た
後
、
デ
一
フ
ン
ド
は
付
け
加
え

　
る
、
「
も
し
賢
者
の
一
人
が
人
類
へ
の
同
情
に
つ
き
動
か
さ
れ
て
憧

　
か
で
も
真
理
を
暴
こ
う
も
の
な
ら
、
感
謝
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
ほ
と

　
ん
ど
誰
か
ら
も
反
感
を
買
う
の
だ
っ
た
。
」
（
－
＜
一
ε
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
助
手
）
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